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正 表言異
(財)八尾市文化財調査研賓会線琴 努

貢 行 誤 正

5P 2行日 昭和66年 5月に 嚇 7月 に

48P 1崎目 2個 (SP15)の柱穴内にIM22cmを

測る。平面の形状が1翼ま関形の儀痕が

見られる。

SP15の柱穴内には経賜囲を測るI瓢ぎ

円駿虜卸渤i見られる。

54P 7行日 鍋  (35) 筑  (37)

69P 12行目 士煙 土錘 (13)

7GP 下から4行目 第m様式の壷 (36) 第11様式の壷 (35).

76P 下から3行目 長頚壷 (37・ 38)・ 甕 (39～41)があ 長頚壺 (36・ 37)。 甕 (38・ 40)があ

76P 下から2行日 崖夢聟臨韮(42～ 49)・ 蔀  (50～52)

・鉢 (53)・ 小型の鉢 (64)。 小型の

重 (55)がある。

庄内式蓋 (41～ 48)・ 高杯 (49～ 51)

・鉢 (53・ 55)・ 珂鰯   (54)があ

る。
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は し が き

八尾市は大阪府の東部に位置し、生駒山地の西麓と、そこから広がる河内平

野のほぼ中央部にあります。この信貴生駒山地の高安山麓一帯は高安山古墳群

として全国的にも知られている多くの古墳が遺存 している地域であります。

またその西に広がるこの河内平野は古来より幾度となく旧大和川の氾濫を受

けながらも豊かな水と肥沃な土壌に恵まれ、人々の生活や活動の場として重要

な役割を果してきた所であります。

一方、現在の八尾市は、大阪都市圏の一角を占め近年市街化が急速に進み近

代都市へと大きく変貌しつつあります。このことは私達の生活に便利さや、快

適さを与えてくれる非常にすばらしいことですが、反面、重要な文化財が開発

によって破壊され失われる危険にさらされています。

そこで私共は、これらの文化遺産を後世に永く伝えるため、事業者の協力を

得て埋蔵文化財の事前の発掘調査を実施し、その記録保存に努めている次第で

あります。

今回、昭和57年度から昭和62年度にわたり実施しました成法寺遺跡の第 1次

調査から第 4次調査及び第 6次調査の整理が完了しましたので、これをまとめ

報告書として刊行することに致しました。

本書が学術研究の資料として、又は文化財保護及び啓発に広く活用して頂け

れば幸であります。

最後になりましたが、この発掘調査に対 し、ご協力賜りました関係機関の皆

様に対 し心から厚 く御ネし申し上げます。

財団法人 八尾市文化財調査研究会

理事長 福島  孝

平成 3年 9月
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.本書は財団法人八尾市文化財調査研究会が昭和57年 。58年 。62年・63年 。平成 2年度に

実施 した発掘調査報告を集録 したもので、内業整理および本書作成業務は各現地調査終了

後に着手 し、平成 3年 8月 31日 をもって終了 した。なお、報告書の末に入尾市教育委員会

からの指示書を掲載 した。

.本書に収録 した調査報告は、下記の目次のとおりである。

.本書の構成・編集は高萩千秋 。原田昌則が行い、文責は各例言に明示 した。

.本書記載の地図は、大阪府八尾市役所発行の2500分 の 1(昭和61年 8月 発行)。 人尾市教

育委員会発行の『入尾市埋蔵文化財分布図』 (平成 3年 4月 1日 改訂)を もとに作成 した。

.本書で用いた高さの基準は東京湾の平均海水面である。

.本書で用いた方位は第 1次・第 2次 。第 6次調査が磁北、第 3次・第 4次は座標北を示

している。

.遺構は下記の略号で表わした。

掘立柱建物―SB 井戸―SE 土坑―SK 小穴―SP 溝―SD

.実測図の縮尺は、遺構が20分の 1,40分 の 1・ 50分 の 1・ 100分 の 1を 基調 とし、遺物

は 4分の 1に 統一 した。

1.遺物実測図は、断面の表示によって以下のように分類 した。

弥生土器・土師器・瓦器―白 須恵器・陶器・磁器―黒 瓦・石製品―斜線

1 各調査に際 しては、写真・実測図の他にカラースライ ドも多数作成 している。市民の

方々が広 く利用されることを希望する。

次

1よ しがき

序
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第 1章 地理・歴史的喋境

第 1章 地理・歴史的環境

成法寺遺跡は、大阪府八尾市のほば中央部に位置する弥生時代中期から室町時代に至る複合

遺跡である。現在の行政区画上の人尾市光南町 1～ 2丁 目、清水町 1～ 2丁 目、南本町 1～ 4

丁目、高美町 1～ 2丁 目、陽光園 1丁 目、明美町 1丁 目、松山町 1丁 目の東西 1.l km、 南北

0.6 kmに 分布 している。

成法寺遺跡の位置する人尾市の中央部の地形は、東を生駒山地、西を上町台地、南を河内台

地、北を淀川に画された河内平野の南東部に当たる。河内ィ平野の南部は、大和盆地 。河南山地

の水 を集めて流下 していた旧大和川の沖積作用 によって形成 されたものである。宝永元年

(1704)に現在の大和川が付け替えられる以前の旧大和川は、人尾市二俣付近で長瀬川と玉串

川に分流 して北流した後、上町台地の北部を経て大阪湾に注いでいた。両河川のほかに恩智川、

楠根川、平野川といった中小河川が放射状に展開しており、これらの河川の幾多にわたる氾濫

により、現在の地形が形成されたものと推定されている。

成法寺遺跡の位置は前述した水系で区別すれば、長瀬川と玉串川に挟まれた低位沖積地にあ

たる。この低位沖積地は、南北方向に形成されており、肥沃な土壌と豊富な水量を背景に、水

稲耕作の早い段階から集落が営まれていたようで、遺跡の分布密度も高い。当遺跡周辺では、

東に小阪合遺跡、南東に中田遺跡、南に矢作遺跡・竜華寺跡、西に久宝寺遺跡、北に東郷遺跡

が近接 している。

当遺跡は、昭和56年度に人尾市教育委員会が光南町 1丁 目で実施された発掘調査で、弥生時

代後期から古墳時代後期の遺構・遺物が検出され、遺跡として認識されるようになった。その

後、大阪府教育委員会・八尾市教育委員会 。(財 )八尾市文化財調査研究会により、現在 (平成

3年 3月 )に至るまで14回 におよぶ発掘調査が実施されている。その結果、弥生時代中期から

室町時代に至る遺構・遺物が検出されている。以下、これらの成果をもとに各時期ごとに遺跡

内の推移を槻観 してみる。

弥生時代中期 (畿内第Ⅲ～Ⅳ様式) この時期の遺構には遺跡の北東部の⑫で検出された方

形周溝墓がある。 1基のみの検出であるため不明な点が多いが、近接する位置で同時期の遺物

がまとまって出土した自然河川が検出されており、付近に居住域が存在していた可能性が高い。

弥生時代後期 (畿内第V様式) 遺跡の東部と西部で検出されている。東部の⑭では、弥生

時代終末に比定される多量の土器類が出土 した溝が検出されており、弥生時代から古墳時代に

移行する時期の土器の様相を知る上で重要であろう。一方、西部の①地点では土器溜が検出さ

れたほか、近接する〇では遺物が多量に出上 した溝が検出されており、この付近に居住域の中



心が存在したようである。

古墳時代前期 (庄 内式期～布留式期) 庄内式期古相では①で前代と同位置で居住域が営ま

れるほか、新たに⑦Oで居住域が検出されており、集落が分散したことが窺われる。〇では方

形周溝墓と各遺構が近接して検出されており、墓域と居住域との明確な区別は無かったようで

ある。続く、庄内式新相の居住域は⑤Oで確認されて▼ヽる。同時期の墓域が①OO検出されて

いる。居住域と墓域の関係では、〇では前代と同様、居住域と墓域が近接している。一方、遺

跡の西部では⑤の居住域に対して①の墓域が推定されている。また、⑦で検出された周溝墓

(SXl)は不明な点もあるが、検出部分からみて円形周溝墓の可能性が高く、この時期の墓

制を考える上で一石を投ずる結果となった。布留式古相の段階には居住域が〇地点から①⑫に

移動したようで、⑫では竪穴住居 8棟、井戸 1基、土坑 4基が検出されている。

古墳時代中期 この時期の居住域は、前代の集落位置からやや東に移動した⑭で竪穴住居 1

棟のほか土坑、溝、小穴等が検出されている。そのほか、〇では埴輪円筒棺 1基が検出されて

いる。

古墳時代後期 この時期の居住域は①で掘立柱建物 8棟、⑤で掘立柱建物 1棟が検出されて

おり、遺跡の西部に集中する傾向がある。

奈良時代 ④③でこの時期の居住域が検出されている。特に、③では居住域の中核を構成す

る掘立柱建物 3棟が検出されている。

室町時代 ⑩では溝で囲続された館と推定される遺構が検出されており、この時期の村落の

様相を知る上で貴重な資料と言えよう。

-2-
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す閣

第 1図 調査地周辺図
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周辺の既往調査一覧表

番号 遺 跡 名 調 査 年 月 調 査 主 体 調査 の原 因 掲 載 報 生
ロ 書

① 成法寺
日召和56年

7月 ～ 9月

入尾市教育委

員会

電々公社社屋

建設

「成法寺遺跡一人尾市光町1丁 目29番地の調査―」人尾

市教育委員会1983.3

② 成法寺
日召不日56年

8月

人尾市教育委

員会

成法中校舎増

改築

「八尾市埋蔵文化財発掘調査概報1980。 1981年 度」人尾

市教育委員会1983.3

③ 東郷
H召和57年

3月

人尾市教育委

員会

人尾小プール

建設
同 上

④
成法寺 (第 1次 )

(S H82-1)

日召不口57年

6月 ～ 7月

人尾市教育委

員会

当調査研究会

成法中校舎増

改築

「昭和57年度における埋蔵文化財発掘調査―その成果と

概要一」(財)人尾市文化財調査研究会1983

⑤ 成法寺 (第 2次 )

(S H83-2)

昭千日58年

7月
当調査研究会

成法中校舎増

改築

「昭和58年度事業概要報告」

(財 )人尾市文化財調査研究会報告 5 1984.4

⑥ 成法寺
日召希日594F

7月

八尾市教育委

員会
貸事務所建設

「八尾市内遺跡 昭和59年度発掘調査報告」入尾市教育

委員会1985.3

⑦
成法寺

E召不日60年

11月 ～12月

大阪府教育委

員会
府道拡幅

「成法寺遺跡発掘調査概要 1」

大阪府教育委員会1986.3

③
成法寺

昭和61年

7月 ～10月

大阪府教育委

員会
府道拡幅

「成法寺遺跡発掘調査概要Ⅱ」

大阪府教育委員会1989 3

③ 成法寺 (第 3次 )

(S H87-3)

日召不日62年

5月 ～7月
当調査研究会 成法中体育館

「人尾市文化財調査研究会年報 昭和62年 度」 (財 )ハJ里

市文化財調査研究会報告16 1988

⑩
成法寺 日召和62年

大阪府教育委

員会
府道拡幅

① 東郷 (第 26次 )

(T G88-26)

日召不日63年

1月
当調査研究会

電話通信地下

施設

「人尾市文化財調査研究会年報 昭和62年度」(財)八尾

市文化財調査研究会報告16 1988

⑫
成法寺

日召不日63年

10月 ～12月

大阪府教育委

員会
府道拡幅

「成法寺遺跡発掘調査概要Ⅳ」

大阪府教育委員会1989 3

⑬ 成法寺 (第 4次 )

(S H88-4)

日召千日63年

H月 ～12月
当調査研究会 事務所建設

「入尾市文化財調査研究会年報 昭和63年度」(財)八尾

市文化財調査研究会報告25 1989

⑭

成法寺
平成元年

9月 ～10月

大阪府教育委

員会
府道拡幅

「成法寺遺跡発掘調査概要V」

大阪府教育委員会1990 3

⑮
成法寺(第 5次 )

(S H89-5)

平成元年

10月 ～11月
当調査研究会 共同住宅建設

「人尾市文化財調査研究会年報 平成元年度」

(財 )人尾市文化財調査研究会報告28 1990

⑩
成法寺 (第 6次 )

(S H90-6)

平成2年

2月 ～3月
当調査研究会 共同住宅建設

-4-



第 2章 第 1次調査 (S H82-1)発掘調査報告



例 口

1。 本書は、人尾市清水町 2丁 目2-5で実施 した市立成法中学校増築工事に伴う発掘調査

の報告書である。

1.本書で報告する成法寺遺跡第 1次調査 (S H82-1)の発掘調査業務は、昭和57年 6月

21日 から6月 31日 までは八尾市教育委員会が実施したが、昭和57年 7月 1日 以降は (財 )

八尾市文化財調査研究会が調査を引き継ぎ実施した。

1.現地調査は昭和57年 6月 21日 から6月 31日 までは原田昌則、昭和57年 7月 1日 から7月

12日 にかけては西村公助が担当 した。調査面積は207ポ を測る。調査においては北尾耕

三 。中野慶太 。中野健太郎・野田雅彦が参加 した。

1.内業整理は、現地調査終了後実施 し平成 2年 8月 31日 に完了した。

1.本書作成に関わる業務は、遺物実測―麻田優 。柏本幸寿・小林博 。田中明美・長野琢

磨・益本浩・松岡利行、図面レイアウトー成海佳子・原田、図面 トレースー成海・中西隆

子、遺物写真撮影一成海が行った。

1.本書の執筆および編集は原田が行つた。

目
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はじめに

成法寺遺跡は、昭和56年 5月 に人尾市光南町 1丁 目26番地で人尾市教育委員会が実施した発

掘調査で存在が明らかにされた遺跡である。この調査では弥生時代後期の土器溜 3ケ所、古墳

時代前期の方形周溝墓 4基、古墳時代後期の掘立柱建物 5棟が検出され、当遺跡が複合遺跡で

あることが確認された。また、同年 8月 には前記の調査地点より東200mに存在する人尾市立

成法中学校の校舎増築工事に伴う発掘調査が人尾市教育委員会によって実施され、古墳時代前

期から中世に至る遺物包含層の存在が認められ、成法寺遺跡が東部に広がることが確認された。

このような状況下、八尾市教育委員会施設課から八尾市立成法中学校の校舎を増築する旨の

届出書が入尾市教育委員会文化財室に提出された。校舎の増築予定地は、前年度調査地点の東

80m地点に当たることから文化財保護法に基づき発掘調査が必要であると判断し、申請者へそ

の旨を通知した。発掘調査は昭和57年 6月 21日 から八尾市教育委員会が実施 したが、 7月 1日

以降は、財団法人人尾市文化財調査研究会が調査を引き継いで実施し、 7月 12日 をもって現地

調査を終了した。調査面積は207m2を 測る。

Ⅱ 調査概要

1.調査方法と経過

調査では校舎増築予定地に東西20m・ 南北 9mの調査区を設定した。掘削に際しては、現地

表下1.Om前 後に存在する盛土および旧耕土までを重機により排除し、以下は層理に従って人

力掘削を実施 した。その結果、表土下1.5m(標 高7.6m)に 存在する第 6層茶灰色砂混じり粘

質土上面で奈良時代および近世に比定される遺構が検出された。なお、調査区の西端で検出さ

れた土坑の広がりを追求するため調査区の北西部で東西 3m・ 南北 7mを拡張した。検出され

た遺構は、奈良時代に比定される土坑 3基 (SK-1～ SK-3)、 溝 7条 (SD-1～ SD

-7)、 小穴16個 (SP-1～ SP-16)、 落ち込み 1ケ 所 (落 ち込み 1)の ほか、近世に比定

される井戸 1基 (SE-1)で ある。

2.基本層序

調査地の層序は、層厚0.8m前 後の盛土を除去すると層厚0。 15m前後を測る第 1層暗灰色粘

質土 (旧耕土)に達する。続 く、第 2層暗灰色粗砂混じり粘質土は、層厚0.1～ 0.25mを 測る。

酸化鉄・マンガンが斑点状に付着するもので床土の性格を有している。第 3層青灰色粗砂混じ

り粘質土は、層厚0.05～ 0.2mを 測るもので鎌倉時代後期以降の遺物を包含 している。第 4層

灰茶褐色砂混じり粘質土は、層厚0.1～ 0,4mを 測るもので奈良時代に比定される遺物が少量出

I

-5-



一

暉

ψ

龍

鏑

説

討

主君
「己

_白 (

ー
干成亀年二調査

/八 尾市教育委員会

□
大阪府教育委員会

第 1図 調査地周辺図

-6-

昭和56年度調査

ヨ1騨



第2章 第1次調査(S H82-1)

土している。調査区の東部ではこの上層上面で耕作に伴う溝が検出されている。第 5層茶灰色

細砂混じり粘質土は、調査区の中央部から西部にかけて広がっている。層厚は0.1～ 0.2mを 測

る。第 6層茶灰色砂混 じり粘質土は、層厚0.15～ 0.5mを 測るもので、調査区の中央部から東

部にかけてほぼ水平にお積しているが、西部において削平を受けたためか、上面の起伏が著し

い。この土層上面をベースとして奈良時代に比定される遺構が構築されている。第 7層灰色粘

土は、層厚0.4m以 上。無遺物土層である。

3.検出遺構・出土遺物

井戸 (SE)

SE-1

調査区の中央部で検出した。平

面の形状が東西方向に長い楕円形

を呈す る素掘 り井戸で、東西幅

3.6m。 南北幅3.Omを 測る。掘形

の断面 の形状 は逆 台 形 で深 さ

1.lmを 測る。内部堆積土層は上

層から茶灰色粘土・灰茶色粘土 。

青灰色細砂混 じり粘質土・灰色粘

土・灰色シル ト混 じり粘土である。

遺物は茶灰色粘土から伊万里焼の

碗の細片が出土 したほか、灰色粘

A A'

A'

o             2m

A

TP+7.50m

1.茶灰色粘土

2.灰茶色粘土

3.青灰色細砂混 じり粘質土

4.灰色粘土

5.灰 色シル ト混じり粘上

土から瓦器椀の細片、最下層の灰         第2図 SE-1 平断面図

色シル ト混 じり粘土から須恵器の壺 (151・ 152)が 出土 した。なお、第 6層上面で検出したが

出土遺物からみて本来の構築面は第 2層 上面と推定される。

土坑 (SK)

SK-1

調査区の西部で検出した。平面の形状は不定形を呈するもので、西部でSD-4・ SD-5

と合流 し、北東部がSD-3に 切 られている。東西幅3.Om・ 南北幅3.8m・ 深さ0.2mを 測る。

断面の形状は皿状を呈するが、中央部にO。 lm程度円形状に窪む部分がある。内部堆積土は暗

茶褐色混 じり粘土である。

SK-1出 土遺物

遺物は 8世紀前葉～中葉に比定 される土師器 。須恵器を中心 とする土器類で、総量はコンテ

ナ箱に 3箱程度出土 したが、大半が細片で完形に成 り得たものは少なく、そのうち図示できた

-7-
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ものの総数は150点 (1～ 150)で あ

る。

土師器小皿は20点 (1～ 20)図

示 した。数値の違いから Iと Ⅱに

区別 した。 Iは 日径が15cm前後・

器高 2 cm前後のもの、Ⅱは日径が

16.5～ 19.5cm以 上、器高 3 cm前後

のものである。さらに形態の違い

か ら Iで 4類 (IA～ ID)、 Ⅱ

⑥

Ａ一

第 2章 第 1次調査(S H82-1)

A'

:ittt蛛拿系患二与仁骨供上を
°Tttm     」

口縁端部付近で小さく外反し端部

が上方へつまみ上げられるもの

(1)、 IB類は日縁端部が内側に肥厚するもの (2)、 IC類は口縁端部が丸みをもって終わ

るもの (3～ 5。 11)、 ID類 は日縁端部が尖 りぎみで終わるもの (6～ 10)で ある。ⅡA類

は IA類 と同様の形態を有するもの (12～ 17)、 IB類 は日縁端部が内傾 して水平な面を持つ

もの (18・ 19)、 ⅡC類は日縁端部が九 く終わるもの (20)で ある。

中皿は12点 (21～ 32)図示した。国径20cm以 上 。器高が 2帥前後を測るもので、形態の違い

から5類 (A～ E)に 区別した。A類は体部が斜上方に伸びた後、日縁端部付近で小さく外反

し端部が肥厚 して終わるもの (21・ 22)、 B類は端部が尖 り気味で終わるもの (23・ 24)。 C

類は体部が斜上方に直線的に伸びた後、日縁端部が内側に肥厚するもの (25～ 30)、 D類 は口

縁端部が尖 り気味で終わるもの (31)、 国縁端部が丸味をもって終わるもの (32)が ある。

杯は56点 (33～ 74・ 80～93)図示した。数値の違いからIと Ⅱに区別した。 Iは 口径11.5～

16.Ocm・ 器高2.0～ 4.Ocm、 Ⅱは日径16.5～ 21cm・ 器高 4 cm前後を測る。さらに形態の違いから

Iで 8類 (IA～ IH)、 Ⅱで 1類 (Ⅱ A)に 区別した。 IA類 は体部が斜上方に伸びた後口

縁端都付近で小さく外反し口縁端部がわずかに肥厚するもの (33～ 45)、 IB類 は日縁端部が

九味をもって終わるもの (46～ 50)、 IC類は体部が上外方に伸びた後、日縁端部付近で小さ

く外反 し口縁端部が尖 り気味で終わるもの (51～ 60)、 ID類 は体部が斜上方へ丸味をもって

伸びる。日縁端部は斜上方に尖 り気味で終わるもの (61～ 63・ 69)、 IE類は体部が斜上方ヘ

伸びた後、日縁端部は九味をもって終わるもの (64～ 68)、 IF類は体部が斜上方へ内湾気味

に伸びた後、日縁端部付近で小さく外反するもの (70～ 72)、 IG類は体部が上外方へ内湾気

味に伸びた後、日縁端部は上方へつまみ上げ気味に終わるもの (73)、 IH類 は体部が垂直方

0            2m

l.暗茶褐色砂混じり粘土

第 4図  SK-1 平断面図

-9-



向に伸びる。日縁端部は丸味をもって終わるもの (74)で ある。 ⅡA類は IA類 と同様の形態

を有するもの (80～ 93)である。

杯蓋は 5点 (75～ 79)図示 したがすべて小破片で全容を知 りえたものは無い。

鉢は15点 (94～ 107,112)図 示 した。形態の違いから5類 (A～ F)に 区別 した。A類は、

体部が内湾 して伸びるもので、日縁端部が丸いもの (94・ 95)。 B類 は体部が斜上方に伸びた

後、日縁端部付近で角度を垂直方向に変えるもので(口縁端部は内側に肥厚するもの (96・

97)C類 は体部が内湾気味に伸びるもので、日縁端部の形状はB類 と同様のもの (98～ 101)。

D類は体部が斜上方へ伸びた後、日縁部付近で角度を垂直ないしは内傾 させるもので口縁端部

は丸 く終わる。日径の数値から16cm前後の小型 (102)、 22伽 前後の中型 (103)、 30cm前後の大

型 (105)に 区別できる。 E類 は形態的にはD類 と同様であるが、日縁端部に段 を有するもの

(104・ 106)で ある。 F類は体部が内湾気味に伸びた後、日縁端部付近で角度を上外方に変え

小さく伸びるもの (107・ 112)で ある。

甕は 6点 (108～ 111・ 115・ 116)図示 した。小型の (108,109)と 大型の (110。 111・ 115。 116)

がある。 115。 116は 把手付 き甕と推定されるものであるが破片のため全容は不明である。

鍋は 1点 (114)図 示 した。体部の両側に把手が付 くもので、流 し口を有する。

高杯は 1点 (113)図 示 した。中空の柱状部を持つ もので、外面には 9面の面取 りが施されて

いる。

土釜は 4点 (117～ 120)図示 した。いずれも上部のみの破片のため詳細は不明である。

須恵器は30点 図示 した。杯蓋は 9点 (121,124～ 131)図 示 した。日縁部の形態の特長から

3類 (A～ C)に 区別 した。A類は口縁端部にかえりを有するもの (121)、 B類 は擬宝珠形の

鉦を有 し、天丼部が弓状を呈 し口縁部が下方に短 く屈曲するもの (128～・131)、 C類は日縁部

と天丼部の境に段 を有するもの (126・ 127)で ある。杯身は14点 (132～ 144・ 146)し た。そ

のうち、高台を有するものは 7点 (135～ 141)で ある。壼は 5点 (122。 123。 147・ 148・ 150)

図示 した。いずれも細片で詳細は不明である。145は 口縁部の資料であるが器種は不明である。

149は 底部が横位に広がる鉢である。

SK-2

SD-2の 南側で検出 した。平面の形状が不定形を呈するもので、東西幅1.7m。 南北幅

2.4m・ 深さ0.lmを 測る。内部堆積土層は灰茶色粘土である。

SK-3

SK-2の 南東 で検 出 した。平面の形状が楕 円形 を呈す る もので、長径 1.lm・ 短径

0,75m・ 深 さ0.15mを測る。内部堆積土は灰茶色粘土である。遺物は土師器甕 (154・ 155)。

竃 (156)須 恵器杯身 (153)が 出土 した。

―-10-―
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0                  10                 20cm

第11図  SE-1(151),SK-3(153～ 156)出土遺物実測図

溝 (SD)

SD-1

調査区の北西部で検出した。南東―北西方向に伸びるもので、検出長5.4m。 幅0.4m・ 深 さ

0.05mを測る。内部堆積土は暗灰色粗砂混 じり粘土である。

SD-2

調査 区の北東部で検出 した。南東か ら北西方向に伸びるもので、検出長4.Om・ 幅0.4～

0.8m・ 深 さ0.05～ 0.28mを 測る。内部堆積土層は上層の淡茶灰色粗砂混 じり粘土 と下層の灰

色細砂混 じり粘土の二層で、遺物は下層から須恵器の横瓶 (167)が 出土 している。

SD-3

調査区の西部で検出した。 SK-1の 北東部を切っている。北西―南東に伸びるもので検出

長1.4m・ 幅0,4m。 深さ0.05mを 測る。内部堆積土層は暗灰色粗砂混 じり粘土である。

―-17-―



SD-4

調査区の西部で検出した。南東―北西方向に伸びるもので、南東端はSK-1に 合流 してい

る。検出長1.6m・ 幅0.4m・ 深さ0.15mを 測る。内部堆積土は暗灰色粗砂混 じり粘土である。

遺物は土師器土釜 (168)・ 竃 (169)が 出土 した。

SD-5

SD-4の 南で検出した。SD-4に 並行 して伸びるもので、南東端はSK-1に 合流 して

いる。検出長1.4m。 幅0.3m・ 深さ0.07mを測る。内部堆積土は暗灰色粗砂混 じり粘土である。

遺物は土師器中皿 (170)。 土釜 (171)が出土 した。

SD-6

調査区の西部で検出 した。南東―北西方向に伸びるもので SD-6を 切っている。検出長

1.5m。 幅0.4m・ 深さ0,15mを 測る。内部堆積土は灰色シル ト混 じり粘土である。

SD-7

調査区の西部で検出 した。屈 曲して伸びる もので一部 SD-6に 切 られている。幅0.4～

0.8m・ 深 さ0.06mを 測る。内部堆積土層は暗灰色粗砂混 じり粘土である。

落ち込み 1

調査区の北西隅で検出した。検出部分の平面の形状は「 L」 字型を呈するが、北西部が SD

-2に 切 られ北部および東部が調査区外のため全容は不明である。検出部分で東西4.5m。 南

北2.Om・ 深 さ0.lmを 測る。内部堆積土層は茶褐色細砂混 じり粘土・茶灰色シル ト混 じり粘

土・茶灰色粘質シル トで各層には多量の炭片が含まれていた。底部から小穴 6個 (SP-1～

SP-6)が 検出された。遺物は須恵器杯蓋 (172)が出土 した。

/1ヽ穴 (SP)

小穴は調査区の東部および西部で検出 した。総数は18個 (SP-1～ SP-18)で ある。平

面の形状で区別すれば円形 8個 (SP-4・ 9・ 10。 13～ 17)、 楕円形 6個 (SP-2・ 3・

5。 6・ 11・ 12)、 方形 1個 (SP-8)、 不定形 1個 (SP-1・ 7)、 不明 1個 (SP-18)

である。規模は幅0.2～ 1.Om・ 深さ0.05～ 0。 16mを 測る。遺物はSP-8か ら須恵器甕 (157)、

SP-9か ら土師器杯 (158)、 SP-10か ら土師器小皿 (159)。 甕 (160。 162,163)・ 高杯

(161)・ 土釜 (164)。 鉢 (165)出土 した。

包含層出土遺物

遺物包含層は第 3層 ・第 5層 で、第 3層 からは鎌倉時代後期、第 5層 からは奈良時代 に比定

される遺物が出土 した。総量はコンテナ箱に 2箱程度である。

図示 した遺物の総数は69点 (173～ 242)で ある。そのうち第 5層 出土遺物は54点 (173～

227)、 第 3層 出土遺物は15点 (228～ 240)で ある。

―-18-―
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第2章 第1次調査(S H82-1)

第 5層 出土遺物の内訳は、土師器26点 (202～ 227)、 須恵器29点 (173～ 201)で ある。土師

器小皿は 2点 (202・ 203)図 示 した。日縁端部が九味をもって終わるもの (202)と 口縁端部

が上方につまみ上げられるもの (203)がある。中皿は 4点 (204～ 207)図 示 した。体部が斜

上方に伸びるもので、日縁端部 は丸 く終わるもの (204・ 205。 207)と 体部が外反するもの

(206)が ある。杯は 5点 (208～ 212)図 示 した。体部が斜上方に伸びた後、日縁端部付近で

小 さく外反するもの (208～ 210)。 体部が内湾気味に伸びた後、日縁端部が内側に肥厚するも

の (211)。 体部が垂直に伸びるもの (212)が ある。 (213)は鉢で、体部が内湾気味に伸びる。

甑は 5点図示 した (214・ 215・ 225～ 227)。 体部が上外方に伸びた後、日縁端部付近で外反す

るもの (214・ 225・ 226)と 口縁部が内湾するもの (215)が ある。 (227)は 底部である。甕は

6点 図示 した (216～ 219・ 222・ 223)。 小型の (216～ 219)と 大型の (222・ 223)が ある。

(224)は鍔を有する土釜である。高杯は 2点図示 した。 (220)は 椀形の杯部を有するもので

ある。須恵器杯蓋は 7点 (173～ 179)図示 した。日縁端部にかえりを有するもの (173・ 174)

と無 い もの (175～ 179)が あ る。杯 身は 5点 (180～ 184)図 示 した。受部 を有す る もの

(180,181)と 直回の日縁を呈する (182・ 184)が ある。181の 底部には「×」のヘラ記号が

遺存 している。甕は 7点 (187～ 193)図示 した。いずれも細片のため詳細は不明である。壼は

8点 (194～ 202)図 示 した。197～ 2011ま 高台 を有するもので、小型の (197・ 198)と 大型の

(199～ 201)が ある。

第 3層 出土遺物の内訳は、瓦器椀 3点 (228～ 230)・ 瓦器小皿 1点 (231)、 土師器土釜 1点

(232)・ 悟鉢 1点 (233)、 須恵器鉢 2点 (234・ 235)、 白磁碗 1点 (236)、 青磁碗 1点 (237)、

緑釉陶器 1点 (238)、 平瓦 1点 (239)、 九瓦 1点 (240)で ある。

―-23-―



Ⅲ まとめ

今回の調査では、奈良時代に比定される遺構・遺物が検出された。なかでも、SK-1の 出

土遺物は完形こそ少なかったものの雑多な土器類が多量に出土 してお り、この時期の土器類の

様相を知るうえで貴重な資料の 1つ と言えよう。

SK-1出 土土器類のうち図示でき得たものの総数は150点 で、土師器120点 (80%)・ 須恵

器20点 (20%)である。上師器・須恵器の器種別の比率は、土師器小皿20点 (16。 7%)。 中皿

12点 (10%)。 杯56点 (46.7%)・ 杯蓋 5点 (4.2%)。 鉢15点 (12.5%)・ 甕 6点 (5%)。

鍋 1点 (0.8%)。 高杯 1点 (0.8%)・ 土釜 4点 (3%)、 須恵器杯蓋 9点 (30%)・ 杯身14

点 (46.7%)。 重 5点 (16.7%)。 鉢 1点 (3%)・ 不明 1点 (3%)である。そのうち、須

恵器杯蓋については 3形態 (A類～C類)に分類が可能で、これらの土器群の帰属時期を知る

うえで有効な土器と言えよう。形態の特徴からA類 は口縁部にかえりを有するもの、B類 は口

縁部が下方に短 く屈曲するもの、C類は日縁部と天丼部の境に段を有するものに区別した。形

態の特徴からA類・ B類・ C類の順で推移することが明晰にされてお り、陶邑編年の型式によ
註 1

れば、A類がⅢ型式第 3段階、B類がⅣ型式 1段階、C類がⅣ型式 2段階に比定されている。

なお、平城宮の編年によれば平城宮 Iの段階ではB類のみであるが、平城官 Ⅱの時期にはB
,「 ど

類とC類が共存することが確認されている。また、土師器の器種構成においては平城宮Ⅲ期以

降に出現する佐波理銃模倣土器枕が出土していないことが土器群の時期を決定するうえでの目

安となろう。以上の結果から、平城宮Ⅱの略年代の 1点 とされる730年前後を中心とした資料

と推定されよう。

言主言じ

註 l (財)大阪文化財センター  『陶邑 I」  大阪府文化財調査報告書第28輯  1980

註 2 西 弘海  「上器様式の成立とその背景JF/1ヽ林行雄博士古稀記念論文集 考古学論考コ 1982
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第 3章 第 2次調査 (S H83-2)発掘調査報告



例

1.本書は、人尾市清水町 2丁 目2-5番地で実施 した校舎建替え工事に伴う発掘調査の報

告である。

1,本書に報告する成法寺遺跡第 2次調査 (S H83-2)の発掘調査業務は、財団法人人尾

市文化財調査研究会が人尾市から委託を受けて実施 したものである。

1。 現地調査は昭和58年 7月 25日 から8月 15日 にかけて、高萩千秋を担当として実施した。

調査面積は360ポ を測る。なお、調査においては徳谷貢正・ 山西嘉彦・笹井仲彦 。中野健

太郎 。森下 (旧姓嶋村)友子が参加した。

内業整理は、現地調査終了後実施 し、平成 3年に刊行 した。

口

.本書に関わる業務は、遺物実測―西森忠幸・岡田清一 。人元聡志、図面レイアウトー中

西紀子・山中智美、図面 トレースー岩本多貴子・小倉弘恵、遺物写真撮影一高萩が行った。

本書の執筆は主に高萩が担当したが、Ⅲ出土遺物観察表については村田英子が担当した。

.全体の編集は高萩が行った。ユ
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第 3章 第 2次調査(S H83-2)

はじめに

今回の調査は、八尾市清水町 2丁 目2-5内 に所在する人尾市成法寺中学校の校舎建設に伴

う発掘調査で、当調査研究会が実施 した第 2次調査 (S H83-2)に あたる。当調査の敷地内

では、今回の調査を含めて校舎建て替え工事に伴 う発掘調査が入尾市教育委員会と当調査研究

会により実施 されている。第 1回 目の調査地は今回の調査地の南西約10m地 点で、昭和56年度

に人尾市教育委員会により発掘調査が実施されている。第 2回 目の調査地は今回の調査の南東

約40m地点で、昭和57年度に当調査研究会が第 1次調査 (S H82-1)を 実施 している。さら

に、同学校敷地内では昭和62年 にも当調査地の南東約100m地点で、当調査研究会が第 3次調

査 (S H87-3)を 実施 してお り、これを含めて計 4回 にわたる調査が実施 されている。これ

らの調査の結果、古墳時代中期～鎌倉時代に至る遺構 。遺物が検出されている。

調査期間は昭和58年 7月 25日 ～ 8月 15日 まで現地調査を実施 した。調査面積は約360ポ を測る。

一上

::::i::;[:i!iiill

嗣

昭和56年度調査地

＼_。

年度調査地 (東郷遺跡)

1ヽ水 何丁 :I

田 田回祀
第 1図 調査地周辺図
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Ⅱ 調査概要

1.調査の方法

調査地が三分されていることから、北側の調査区を第 1調査区、南側の調査区を第 2調査区

と呼称 した。調査は人尾市教育委員会の指示に基づいて、現地表面から約1.3mま での土層を

機械で掘削し、それより以下40cmの 土層は人力による掘削・精査を実施 した。

地区割は、調査区範囲内に任意の基準点を設け、南北線を磁北方向に合わせて南北40m、 東

西15mの 調査区内を5m四方に区画した。地区名は北西部の隅から東西線が数字 (1～ 8)、

南北線がアルファベット (a～ c)を付称 し、 la～ 8C区 とした。

校 舎

校 舎

0                   20m

第 2図 調査区設定図及び区割図

第 1調査区

枝 舎
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第3章 第2次調査(S H83-2)

2.基本層序

調査区内で現地表面から約1.8mま でに存在する土層内から普遍的にみられる 8層 を摘出 して

基本層序とした。現地表面は標高9.4mを 測る。

第 1層  盛土 :層厚 90cm。 学校建設で整地

された土層である。

第 2層 旧耕土 :層厚10～ 15cm。

第 3層 黄褐色～青灰色粘質土 :15～ 25cm。

床土である。

第 4層 青灰色粘質土 :層厚20～ 25cm。

第 5層  茶褐色粘質シル ト:層厚20～ 25cm。

酸化鉄を多量に含む。

第 6層  灰褐色網砂混粘質土 :層 厚20～

40cm。 古墳時代前期～奈良時代の

遺物を少量含み、北部に行 くに従

い厚 く堆積 している。

第 7層 灰茶色粘質土 :層 厚10～ 20cm。 古

墳時代前期に比定される遺物が含

まれている。この上面には古墳時

代後期の遺構が切 り込まれている。

標高7.2m前後 を測る (第 2調査

面)。

第 8層 茶灰色粘質土 :層厚30cm以 上。こ

の上面で古墳時代前期の遺構を検

出した (第 1調査面)。

1

2

3

:il:ラ ::i li下

8

8.00m

第 2調査画

第 1調査面

第 3図 基本層序柱状図(S=1/40)

3.検出遺構 。出土遺物

第 7層 (第 2調査面)と 第 8層 の上面 (第 1調査面)の 2面 を調査対象面とした。その結果、

第 1調査区では、 2面 とも遺構が検出されなかった。第 2調査区では、第 1調査面で古墳時代

前期の土坑 1基・溝 4条、第 2調査面で古墳時代後期の掘立柱建物 1棟 。土坑 1基・溝 2条 を

検出した。

以下、第 2調査面で検出した遺構造物について概説する。
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第4図 第1調査面遺橋平面図
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第 3章 第 2次調査(S H83-2)

1)第 1調査面 (古墳時代前期 )

土坑 (SK)

SKl

7b区で検出した。平面の形状は

長方形を呈する。規模は検出部で、

長径2.65m、 短径0,76m、 深さ34cm

を測る。断面の形状は逆台形を呈 し、

内部には暗灰色粘質シル トが堆積 し

ている。遺物は、土坑内から庄内式

新相に比定される庄内式奏などの小

片が少量出土 している。

溝 (SD)

SDl

SKlの 北部で検出 した。方向は

ほぼ東西方向を示す。規模は検出部

で、幅1.6～ 2m、 深 さ58～ 62cmを

測る。断面は逆台形を呈 し、内部に

は上方から淡灰褐色粘土・暗灰色細

砂混粘土・暗灰色粘土・青灰色粘質

シル トが堆積 している。遺物は東部

の北側斜面に集積 していた。これら

は古墳時代前期 (庄 内式新相)に比

定される土器で、北側から投げ捨て

られたような状態で検出された。器

種には壺 (1)。 月ヽ型壷 (2)・ 庄

内式甕 (3～ 22)・ 鉢 (23～ 25)が

ある (第 6図 )。

Ｂ
＼＼＼

1.淡灰掲色粘土

2.暗灰色細砂混粘土

3.暗反色粘土

4.青灰色粘質シル ト 0             1m

SD2                      第5図  SDl東部検出遺物平断面図及び断面図

SKlの 南部で検出 した。方向はSDlと ほぼ同一方向を示す。規模は検出部で、幅1.1～

1.3m、 深 さ54～ 57cmを 測る。断面は逆台形を呈 し、内部には暗灰青色粘質シル トが堆積 して

いる。遺物は、古墳時代前期に比定される壺 (26)。 V様式系甕 (27)・ 庄内式甕 (28～ 32)

などの破片が少量出土 している (第 7図 )。

聰
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第 3章 第 2次調査(S H83-2)

飛

ハヾ)ミ

32

第7図  SD2出土遺物実測図

SD3

SD2の 南部で検出した。SD2と 平行 して伸びる溝である。規模は検出部で、幅60～ 70cm、

深さ15～ 20cmを 測る。断面は浅い半円形を呈し、内部には暗灰色粘質シルトが堆積 している。

遺物は、古墳時代前期に比定される重 (33)・ 庄内式甕 (34)な どの破片が少量出土 している

(第 8図 )。

SD4

SD3の南部で検出した。方向はSD3と 平行 して伸びるものと思われる。東西端はともに

調査区外に至る。規模は検出部で、幅 lm、 深さ15cmを 測る。内部には暗灰青色シルトが堆積

している。遺物は、古墳時代前期に比定される土器の小片が少量出土している。

2)第 2調査面 (古墳時代後期)

掘立柱建物 (SB)

SBl

3d・ C区で検出した。 2間 ×2間 (3.5× 3,7m)の 規模をもつものと思われる掘立柱建物

である。柱穴は 7個 を検出した。北東隅の柱穴は欠損 してなく、南東隅の柱穴は、調査区外に

SD3出土遺物実測図

-31-
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第 9図 第 2調査面遺構平面図
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第 3章 第 2次調査(S H83-2)

至るため不明である。建物の南北軸は磁北から東へ15度振っている。柱の間隔は、東西が西か

ら1.6m、 1,8m、 南北が南から1.9m、 1.7mを 測る。復元床面積は約12.95ポ を測る。柱穴の

形状は円形のもの 5個 (SP3～ SP7)、 楕円形のもの 1個 (SPl)、 長方形のもの 1個

(SP2)が ある。各柱穴の規模はSPlが径23～ 50cm、 深さ15cm、 SP2が 長径140cm、 短

径65cm、 深さ25cm、 SP3が 径72～ 80cm、 深さ21cm、 SP4が 径20～ 28cm、 深さ21cm、 SP5
が径40～ 42cm、 深さ28cm、 SP6が東西径92cm、 深さ25cm、 SP7が径35～ 40cれ 、深さ23cmを

それぞれ測る。断面は逆台形及びU字形を呈する。小穴内には暗茶灰色微砂粘土・灰茶色粘質

細砂が堆積している。遺物は小穴内から土師器の小片がごく少量出土 している。

土坑 (SK)

SK2

6C区 で検出した。平面の形状はほぼ円形を呈する。規模は検出部で、径72～ 78釦 、深さ

WOg・と

2m

第10図  SBl平 断面図



20cmを 測る。断面は浅い半円形を呈 し、内部には暗茶褐色細砂混粘質土が堆積 している。遺物

は、土師器の小片がごく少量出土 している。

溝 (SD)

SD5

8C区で検出した。方向は南東―北西を示す。南東部は調査区外に至 り、北西部は途切れて

いる。規模は検出部で、検出長3.2m、 幅72～ 78clll、 深 さ10～ 15cmを 測る。断面は浅い逆台形

を呈 し、内部には褐灰色微砂混粘質土が堆積 している。遺物は、土師器・須恵器の小片が少量

出土 している。

3)遺構に伴わない遺物

第 6層 と第 7層 内から遺物が出土 している。コンテナ箱にして約 2箱分を数える。第 7層 で

は古墳時代前期 (庄 内式期)に比定される土器片、第 6層 では古墳時代後期から奈良時代に比

定される土器片が主に出土 している。これらの土器はほとんどが小片であ り、図示できたもの

は 4点であった。第 7層 内から出土 した庄内式養 (35)、 第 6層 内から出土 した古墳時代後期

の高杯 (36)。 杯蓋 (37)、 奈良時代の皿 (38)で ある (第 11図 )。

第11図 遺構に伴わなぃ遺物
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第1調査面
SDl Ⅲ 出土遺物観

第 3章 第 2次調査(S H83-2)

察表
遺物番号
図版番号

器 種
径
高

口
器ぐｃｍ＞進

形態・調整等の特徴 色 調 土 焼 成 備 考

1

(土 師器 )

口 径 内上方へ内湾気味に伸びる体部から屈曲し、
斜上方へ外反気味に伸びる口縁部に至る。端
部!ま丸い。体部中位以下は欠損。

日縁部内外面・体部外面ヘラミガキ、体部
内面ヘラナデ。

乳灰褐色 4 5mm以 下
の砂粒を少
量含む。

良好

2 小型壷

(土師器 )

径
高
径大

口
器
最

99
114
11 1

最大径を体部中位よりやや上にもつ卵形の
体部から屈曲し、上外方へ外反気味に伸びる
口縁部に至る。端部は鈍く尖る。底部は尖り
底。

日縁部内外面ヨコナデ、体部外面ハケナデ、
内面ナデ。

淡仄色 2 1nln以 下の

角閃石・長
石・石実等
の砂粒を少
量含む。

良好

3 甕
(上師器)

口 径 上内方へ内湾して伸びる体部から屈曲し、
上外方へ外反して伸びる日縁部に至る。端部
九い。体部内面には一条の接合痕がみられる。
体部中位以下は欠損。

口縁部内外面ヨコナデ、体部外面タタキ
(4本 )後ハケナデ、内面指ナデ。

淡灰茶色 l mm以下の

角閃石・長
石・雲母等
の砂粒を少
量含む。

良好

4 同 上 口 径  146 上内方へ内湾して伸びる体部から屈曲し、
上外方へ外反して伸びる日縁部に至る。端部
は九い。体部中位以下は欠損。

国縁部内外面ヨコナデ、体部外面タタキ
(4本 )、 内面指ナデ。

淡茶色 l ЮЮ以下の

角閃石・長
石・石英・

雲母の砂粒
を少量含む。

良好

5 同  上 口 径 内上方へ内湾気味に伸びる体部から屈曲し
斜上方へ伸びる口縁部に至る。端部はつまみ
上げ、外に面をもつ。体部中位以下は欠損。

口縁部内外面ヨコナデ、体部外面タタキ
(5本 )、 内面ヘラ削り。

淡灰褐色 2 ЮЮ以下の

角閃石・長
石・雲母等
の砂粒を少
量含む。

良好

6 同  上 口 径 内上方へ内湾して伸びる体部から屈曲し、
上外方

^伸
びる口縁部に至る。端部はつまみ

上げ、外に面をもつ。日縁部外面には一条の
接合痕がみられる。体部中位以下は欠損。

日縁部外面タタキ後ヨヨナデ、内面ヨコナ
デ、体部外面タタキ(3本 )、 内面ヘラ削り。

珠灰褐色 2 5mm以 下

の角閃石・

長石・雲母

等 の砂粒 を

少量含 む。

良好

7 同 上 国 径 内上方へ内湾して伸びる体部から屈曲し、
上外方へ外反して伸びる口縁部に至る。端部
はつまみ上げ、外に面をもつ。体都中位以下
は欠損。

口縁部内外面ヨコナデ、体部外面タタキ
(3本 )、 内面ヘラ肖Uり 。

淡灰褐色 3 mm以下の

角閃石・長
石等の砂粒
を少雛 む。

良好

8 同 上 口 径 186 上内方へ内湾気味に伸びる体部から屈曲し、
上外方へ外反気味に伸びる口縁部に至る。端
部はつまみ上げる。体都中位以下は欠積。ロ
縁部外面には一条の接合痕がみえる。

国縁部内外面ヨコナデ、体部外面タタキ
(3本 )、 内面ヘラ削り。

淡茶褐色 石英・雲母
等の砂粒を
少量含む。

良好

9 同  上 回 径 168 上内方へ内湾して伸びる体部から届由し、
上外方へ伸びる国縁部に至る。端部は若干つ

まみ上げる。体都中位以下は欠損。
日縁部内外面ヨヨナデ、体部外面タタキ

(4本 )、 内面ヘラ削り。

淡掲色 2 mm以 下の

角閃石 。長
石・曇母等
の砂粒を少
量合む。

良好

同  上 口 径 196 上内方へ内湾気味に伸びる体部から屈曲し、
上外方へ伸びる口縁部に至る。端部はつまみ
上げ、外に凹面をもつ。体部下位は欠損。

日縁部内外面ヨコナデ、体部外面タタキ
(3本 )、 内面ヘラ削り。

暗茶灰色 2 mm以 下の

長石・角閃
石等の砂粒
を少登 む。

良好

11 同  上 口 径 180 内上方へ内湾気味に伸びる体部から屈曲し、
斜上方へ外反して伸びる日縁部に至る。端部
は九い。体部中位以下は欠損。

国縁部内外面ヨコナデ、体部外面タタキ
(4本 )、 内面ヘラ削り。

淡仄茶色 l mm以下の
長石・雲母
等の砂粒を
少量含む。

良好
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遺物番号
図版番号

器   種
径
高

口
器ω

遁
形態・調整等の特徴 色    調 胎 土 焼  成 備    考

琵
(土師器)

日 径 上内方へ内湾気味に伸びる体部から屈曲し、
上外方へ外反気味に伸びる口縁部に至る。端
部はつまみ上げ、外に面をもつ。体部中位以

下は欠損。
国縁部内面ヨヨナデ後ハケナデ、外面ヨコ

ナデ、体部外面タタキ (3本)後ハケナデ

(10本 )、 内面ヘラ削り。

淡茶褐色 2 mm以 下の

角閃石・長
石・雲母等
の砂粒を少
量合む。

良好

同 上 口 径 126 内上方へ内湾気味に伸びる体部から屈曲し、
上外方へ外反気味に伸びる国縁部に至る。端
部はつまみ上げ、外に凹面をもつ。体都中位
以下は欠損。

口縁部外面ヨヨナデ、内面ハケナデ、体部
外面タタキ (5本)後ハケナデ (6本 )、 内
面ヘラ削り。

淡灰色 2 mm以 下の

角閃石・雲
母 。長石等
の砂粒を少
量含む。

良好

同  上 国 径 132 上内方へ内湾気味に仲ぴる体部から屈曲し、
上外方へ外反気味に伸びる国縁部に至る。端
部は若千つまみ上げる。体部中位以下は欠損。

国縁部内外面ヨコナデ、休都外面タタキ

(3本)ハ ケナデ (8本 )、 内面ヘラ削り。

外 淡褐色
内 淡茶褐
色

l mm以下の

角閃石・長
石・雲母・

石英等の砂
粒を少量含
む。

良好

同 上 口 径 150 内上方へ内湾気味に伸びる体部から屈曲し、
上外方へ外反気味に伸びる国縁部に至る。端
部は若干つまみ上げる。体部内面には一条の

接合痕が残る。体部下位は欠損。
国縁部内外面ヨコナデ、体部外面タタキ

(3本)ハ ケナデ (7本 )、 内面ヘラ削り。

灰褐色 ～淡

褐色

l mm以下の

角閃石・長
石・婁母・

石英等の砂
粒を少量含
む。

良好

同 上 口 径 内上方へ内湾気味に伸びる体部から屈曲し、
上外方へ外反気味に伸びる日縁部に至る。端
部はつまみ上げ、外傾する面をもつ。体都中
位以下は欠損。

日縁部内外面ヨコナデ、体部外面タタキ

(3本)ハケナデ (8本 )、 内面ヘラ削り。

外

内

色

淡褐色

淡茶褐

3 mT以 下の

角閃石 。長
石・石英・

雲母等の砂
粒を少量含
む。

良好

17 同  上 口 径  160 内上方へ内湾気味に伸びる体部から屈曲し、
上外方へ伸びる口縁部に至る。端部は若千上
つまむ。体部中位以下は欠損。

日縁部内外面ヨヨナデ、体部外面タタキ

(4本)後ハケナデ (6莉 、内面ヘラ削り。

淡茶灰色 2 mm以下の

角閃石・長
石・雲母等
の砂粒を少
量含む。

良好

同  上 ロ 径 176 内上方へ内湾気味に伸びる体部から屈曲し、
上外方へ伸びる日縁部に至る。端部はつまみ
上げ、外に面をもつ。日縁部外面と頚部内面
には接合痕がある。体都中位以下は欠損。

口縁部内外面ヨコナデ、体部外面タタキ

(5本)後ハケナデ (8本)、 内面ヘラ削り。

淡褐色 l mЮ 以下の

角閃石・長
石・雲母等
の砂壮を少
量含む。

良好

同 上 口 径  150 上内方へ内湾気味に伸びる体部から屈曲し、
上外方へ伸びる日縁部に至る。端部は鈍く尖
る。体部中位以下は欠損。
日縁部内外面ヨヨナデ、体部外面ハケナデ、

内面ヘラ肖じり。

灰褐色 0 5mI以 下
の角閃石・

長石・雲母
等の砂粒を

少量含む。

良好

同 上 口 径 152 上内方へ内湾気味に伸びる体部から屈曲し、
上外方へ伸びる国縁部に至る。端部は若干つ

まみ上げる。頚部内外面には一条の接合痕が

残る。体部中位以下は欠損。
口縁部内外面ヨコナデ、体部外面ハケナデ

(6本 )、 内面ヘラ削り。

外

内
茶褐色
灰褐色

l mm以下の

角閃石・長
石・雲母・

赤褐色酸化
粒の砂粒を

少量合む。

良好

同 上 口 径 108 上内方へ内湾気味に伸びる体部から屈曲し、
上外方へ内湾気味に伸びる日縁部に至る。端
部は九い。体部中位以下は欠損。

日縁部内外面ヨヨナデ、体部外面ハケナデ

(10本 )、 内面ヘラ削り。

淡茶褐色 2 mH以 下の

長石 石英
等の砂粒を

少量含む。

良好
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第 3章 第 2次調査 (S H83-2)

遺物番号
図版番号

器   種
径
高

口
器くｃｍ＞遅

形態・調整等の特徴 色    調 土 焼  成 備 考

琵

(土 師器 )

口 径 176 斜上内へ伸びる体部から屈曲し、上外方ヘ

伸びる国縁部に至る。端部は上につまむ。体
部中位以下は欠損。

口縁部平面ヨコナデ、口縁部内面・体部外
面ハケナデ、内面ヘラ削 り。

淡茶灰色 l mm以下の
長石等の砂
粒を少量含
む。

良好

鉢
(土師器)

底 径 34 口縁部・体都は欠損。底部は突出しない平
底。

内外面ヘラミガキ。

色
色

灰
仄

暗
淡

外
内

長石等の細
砂等を少量
含む。

良好

同  上 底 径 50 口縁部・体部は欠損。底部は突出した上げ
底。
底部外面ナデ、他はヘラミガキ。

暗茶灰色 長石等の細
砂等を少量
含む。

良好

同 上 乾

４

Ю

住

径

高
口
器

半球形の体部から屈曲し、上外方へ短く仲
びる国縁都に至る。端部は鈍く尖る。底部は
突出しない小さな平底。

口縁部ヨコナデ、体部外面ナデ、下位ヘラ
削り、内面ヘラナデ。

淡灰茶色 3 mm以下の

長石等の砂
粒を少量含
む。

良好

SD-2

号

号

香

香

物

版

遺

図 器    種
(cm) 回径
法量  器高

形 態 。調 整 等 の特 徴 色   調 胎    土 焼  成 備 考

２６

　

四
(土 師器 )

最大径を中位にもつ球形の体部から屈曲し、
日縁部に至る。日縁部は欠損。底部は九底。
体部外面ハケナデ (8本 )、 内面ナデ。

淡灰褐色 3 mm以下の
砂粒を少量
含む。

良好

四

甕
(上師器)

口 径 上内方へ内湾して伸びる体部から屈曲し、
上外方へ外反して伸びる口縁部に至る。端部
はつまみ上げ、外に凹面をもつ。体部中位以
下は欠損。

口縁部内外面ヨヨナデ、体部外面タタキ
(3本 )、 内面ヘラ削り。

茶褐色 4 mm以下の

角閃石・長
石・雲母等
の砂粒を少
量含む。

良好

四

同  上 国 径 126 上内方へ内湾して伸びる体部から屈曲し、
上外方へ外反して伸びる□縁部に至る。端部
はつまみ上げる。体都中位以下は欠損。

・

口縁部内外面ヨコナデ、体部外面タタキ
(3本)後ハケナデ (10本)、 内面ヘラ削り。

外 淡褐灰
色
内 灰褐色

2 5mI以 下
の砂粒を少
量合む。

良好

同 上 日 径 口縁部は上外方へ伸び、端部は若干つまみ
上げる。体部は欠損。

日縁部内外面ヨヨナデ、体部外面タタキ
(3本 )、 内面ヘラ削り。

淡灰褐色 3 mll以 下の

砂粒を少量
含む。

良好

同  上 日 径 130 口縁都は上外方へ伸び、端部はつまみ上げ
る。体部は欠損。
口縁部内外面タタキ後ヨヨナデ、体部外面

タタキ (3本 )、 内面ヘラ削り。

乳茶灰色 2 mm以下の

砂粒 を少量

含 む。

良好

同  上 口 径 152 口縁部は上外方へ外反して伸びる、端部は
若千つまみ上げる。体部は欠損。
日縁部外面ヨコナデ、内面ヨコナデ、ハケ

ナデ、内面ヘラ削り。

色

褐

灰

茶

褐

暗

外

内

色

3 5mm以 下
の砂粒を少
量含む。

良好 煤付着。

同 上 口 径 164 内上方へ内湾して伸びる体部から屈曲し、
外上方へ伸びる口縁部に至る。端部は外へつ

まみ九い。体部中位以下は欠損。
口縁部外面タタキ後ヨコナデ、内面ヨコナ

デ後ハケナデ、体部外面タタキ (3本)後ハ

ケナデ (10本 )、 内面ヘラ削り。

淡茶褐色 2 mm以下の
角閃石 。長
石・雲母等
の砂粒を少
量含む。

良好
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遺物番号
図版番号

器 種
径

高

口

器くｃｍ，遁
形態・調整等の持徴 色 調 胎 土 焼  成 備 考

(上 師器 )

口 径 162 上内方へ伸びる体部から屈曲し、上方へ短
く伸びる頸部に至る。さらに屈曲した後上外

方へ伸びる口縁部に至る。端都はつまみ上げ
る。体部は欠損。

□縁部内外面ヨコナデ、体部外面タタキ

(3本 )、 内面ナデ。

暗茶灰色 5m以下の

砂粒を少量

含む。

良好

甕

(土 師器 )

口 径 186 内上方へ内湾気味に伸びる体部から屈曲し、
上外方へ伸びる口縁部に至る。端部はつまみ

上げ、外に面をもつ。
国縁部内外面 ヨヨナデ、体部外面タタキ

(4本 )後ハケナデ(6本 )、 内面ヘラ削 り。

暗灰褐色 5 mm以下の

砂粒を少量

含む。

良好

過構に伴わない遺物

遺物番号
図版番号

器 種
径
高

口
器くｃｍ＞遅

形態・調整等の特徴 色 調 胎 土 焼  成 備 考

甕
(土師器)

日 径 144 上内方へ内湾して伸びる体部から届由し、
外上方へ伸びる国縁部に至る。端部はつまみ

上げ、外に凹面をもつ。体部下位は欠損。
国縁部内外面ヨヨナデ、体部外面タタキ

(3本〉、内面ヘラ削り。

灰褐色 0 5mm以 下

の砂粒 を多

量含 む。

良好 煤付着。

四

高杯
(須恵器)

口 径 113
器 高 34

杯部は九みをもつ底から緩やかに屈曲し、
上外方へ伸びる口縁部に至る。端部は九い。
脚部は下外方へ伸びた後 2段に屈曲し、下外
方へ下る。端部は凹面をもつ。

内外面回転ナデ。

灰青色 精良
細砂粒を少

良好 完形。
煤付着。
ヘラ記号。

３７
　
　
　
四

杯蓋

(須恵器)

口 径 130
器 高 75

低い天丼部から下内方へ内湾して日縁部に

至る。端部は丸い。
天丼部約 1/5回転ヘラ削り、他は回転ナ

デ 。

淡灰色 量含む。 良好 ロクロ右方
向。
完形。
ロクロ右方

向

皿

(上師器 )

国 径 124
器 高 28

平坦に近い体底部から屈曲し、上外方へ外
反気味に伸びる口縁部に至る。端部は鈍く尖
る
国縁部内外面ヨコナデ、体底部外面ナデ、

内面放射】犬ヘラミガキ。

茶灰色 5 mm以下 の

砂粒 を多量

含 む。

負好

Ⅳ まとめ

今回の調査では、第 2調査区で、古墳時代前期と奈良時代の遺構が検出された。奈良時代の

遺構は、南部に隣接する第 1次調査 (S H82-1)で奈良時代に比定される遺構が検出されて

お り、北部への広が りが確認された。また、南東部約80mで実施 した第 3次調査 (S H87-

3)で も同時期の掘立柱建物などの遺構が検出されており、当調査地の周辺で奈良時代の集落

が存在 していたことが明らかとなった。古墳時代前期の遺構は、当調査区の北西約60m地 点

(光南町 1丁 目29)で 、昭和56年 に入尾市教育委員会が実施した調査で、墓域が検出されてお

り、両者間の有機的な関係が推定できよう。
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第 4章 第 3次調査 (S H81-3)発掘調査報告



例 H

1.本書は、人尾市清水町 2丁 目2-5番地で実施した校舎建替え工事に伴う発掘調査の報

告である。

1.本書に報告する成法寺遺跡第 2次調査 (S H83-3)の 発掘調査業務は、財団法人人尾

市文化財調査研究会が人尾市から委託を受けて実施したものである。

1,現地調査は昭和62年 5月 25日 から7月 15日 にかけて、高萩千秋を担当として実施 した。

調査面積は812ポ を測る。なお、調査においては高井裕之・岡田清一 。人元聡志・岩本多

貴子・村田英子・村田圭子が参加した。

内業整理は、現地調査終了後実施し、平成 3年に刊行した。

.本書に関わる業務は、遺物実測―岡田・高井・松村富子・村田 (圭 )、 図面 レイアウ ト

ー岩本・村田英子、図面 トレースー岩本・村田 (英 )、 遺物写真撮影―高萩が行った。本

書の執筆は主に高萩が担当したが、第 4節出土遺物観察表については村田美子が担当 した。

1.全体の編集は高萩が行った。

1.本書の構成・編集は高萩千秋が行い、文責等は各例言に明記した。
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第 4章 第 3次調査 (S H81-3)

はじめに

今回の調査は、人尾市清水町 2丁 目2-5に所在する市立成法寺中学校の体育館建設に伴う

発掘調査で、当調査研究会が当遺跡で実施 した第 3次調査 (S H87-3)に あたる (第 1図 )。

当中学校では、校舎建設に伴う発掘調査が 3回 にわたり実施されている。昭和56年度に入尾

市教育委員会、昭和57年度に人尾市教育委員会と当調査研究会が第 1次調査 (S H82-1)、

昭和58年度には第 2次調査 (S H83-2)を 実施 している。その結果、古墳時代前期に比定さ

れる土坑 。溝、古墳時代後期～奈良時代の上坑・掘立柱建物・溝などを検出している。今回の

調査区は、当中学校敷地内の南東部にあたり、当中学校内で実施された第 4回 目の調査に当た

る。調査期間は昭和62年 5月 25日 ～7月 15日 迄である。調査面積は約812ポ を測る。

Ⅷ
1

SH89-5

評 フ

涎 r」と_ご |__コ耳
― ―

―

― 一

―

::■ :当調査研究会

多笏 八尾市教育委員会

第 1図
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Ⅱ 調査概要

1.調査の方法

調査は、人尾市教育委員会が実施 した試掘調査のデータに基づいて、現地表面から約1.3m

までの土層を機械掘削し、以下、40cmの 土層についてすよ人力による掘削を実施した。

地区割は、国土座標の東西軸・南北軸により調査区の東西30m、 南北50mの 範囲内に5m四

方の区画をした。地区名は北西部の隅から東西線が数字 (1～ 9)、 南北線がアルファベット

|

|

L

I

【
ヽ

第 2図 調査区設定図及び区害J図



第 4章 第 3次調査(S H81-3)

(a～ d)を付 した。なお、国土座標の値は、北西部の隅の交点がX=-153081.000、 Y=
-36197.000を 測る (第 2図 )。

2.基本層序

当調査区では、現地表面から2.5mま でに存在する土層で普遍的に見られる10層 を摘出して

基本層序とした (第 3図 )。 現地表面は標高8.8mを測る。

第 1層 盛土 :層厚 lm。 当中学校建設に伴い

増設した土層である。

第 2層 旧耕土 :層厚10～ 20cm。 畑と考えられ、

畝の高まりが幾筋も見られる。

第 3層 床土 :層厚20～ 25cm。 耕土の床土で、

酸化鉄の斑点が上部に見られる。

第 4層 橙色砂質土 :層厚20～ 30cm。 酸化鉄を

多量に含み、中世の遺物がごく少量含

まれる。

第 5層 橙色細砂混粘質土 :層厚20～ 35cm。 奈

良～平安時代の遺物が含まれる (第 2

調査面)。

第 6層 橙色明青灰色細砂混粘質土 :層厚10～

25cm。 奈良時代の遺構を検出した (第

1調査面)。

第 7層 淡茶灰色細砂 :層厚20～ 30cm。

第 8層 青灰色細砂 :層厚10cm。

第 3図 基本層序柱状図 (S=1/40)

8100m

1

4

癌
第 2調査画

第 1調査面

7.00m

3.検出遺構と出土遺物

2面を調査対象面 (第 1調査面 。第 2調査面)と した。その結果、第 1調査面は奈良時代に

比定される掘立柱建物 3棟 (SBl～ SB3)・ 月ヽ穴50個 (SPl～ S P50)・ 土坑 2基 (S

Kl・ SK2)。 溝33条 (S Dll～ S D43)、 第 2調査面は第 5層 から切 り込むもので鎌倉時

代に比定される井戸 1基 (SEl)・ 溝10条 (SDl～ S D10)を検出した。以下、検出した

遺構 。遺物について記す (第 4図 )。
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④
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第 4図 第 1調査面遺構平面図
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第4章 第3次調査(S H81-3)

1)奈良時代

掘立柱建物 (SB)

SBl

2C～ d区で検出 した。上部は鎌倉時代の耕作 によつて削平 されている。規模は 2× 2間

(3.2m)の 総柱の建物である。方向は南北軸に対 して東へ30度 を示す。柱穴は東西が1.6m、

南北が1.85mの等間隔である。柱穴の掘形の平面は隅九方形を呈 し、一辺45～ 82cm、 深さ15～

25cmを 測る。柱穴内には径22～ 30cmを 測る柱痕が見 られる。なお、 SP8・ SP9に は柱痕の

周囲に小石 (径 4～ 8 cm)が置かれてお り、SP8で 6個 、SP9で 12個 を数えた。柱穴の内

部の埋土は掘形内が灰褐色～茶褐色砂質土で、柱痕内が暗灰褐色～黒褐色細砂混シル ト・暗灰

褐色細砂である。遺物は掘形内から奈良時代に比定される須恵器・土師器の小片がごく少量出

土 している (第 5図 )。

SB2

4b～ C区 で検出 した。上部はSBlと 同 じく削平 されている。規模 は 2× 2間 (3.5×

3.6m)の 総柱の建物である。方向は南北軸に対 し東へ30度 を指 し、SBlと 同一方向である。

柱穴の間隔は東西が西から1.8m、 1.7m、 南北が北から1,7m、 1.9mを 測る。柱穴の掘形の平

面は隅丸方形を呈 し、規模は一辺20～ 70cm、 深さ10～ 25cmを 測る。 2個 (S P15)の柱穴内に

は径22cmを測る。平面の形状がほぼ円形の柱痕が見られる。柱穴の内部には掘形が暗灰褐色細

砂混シル ト、柱混内が暗褐灰色粘質シル トが堆積 している。遺物は奈良時代に比定される須恵

器・土師器の小片が少量出土 している (第 6図 )。

SB3

3d～ e区で検出した。東部は調査区外に至ってお り、全体の規模は不明である。検出部で

2× 1間 (3.6× 1.6m)分を確認 している。この建物はSBloSB2と 違い、鎌倉時代以降

による削平をあまり受けていないが、同時期の溝 と切 り合 う。方向はSBl・ SB2と 同じ方

向を示す。柱穴の間隔は東西が1.6m、 南北がともに1.8mを測る。柱穴の平面形状は楕円形及

び隅九方形を呈 し、一辺30～ 70cmを測る。断面は逆台形を呈 し、深さは20～ 35cmを 測る。柱穴

内には平面円形を呈す。径20cmの柱痕が 1個 (S P23)が ある。堆積土内部の埋土は、掘形内

が暗茶褐色粘質シル ト、柱痕内が暗灰褐色シル ト粘土である (第 7図 )。 遺物は、奈良時代 に

比定される須恵器の蓋杯・杯身 (1)、 土師器の皿等の小片が少量出土 している (第 8図 )。 ま

た、 S P19の 上層から小石 (径 8～ 10cm)4個が出土 している。
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1.黒灰色～灰葉色砂質土

2.灰掲色～淡灰色細砂混じり砂質土

3.暗灰色細砂混じり粘質土～葉反色細砂質土

第 5図  SBl平 断面図
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第 4章 第 3次調査(S H81-3)
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第 6図  SB2平 断面図
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暗灰掲色～掲灰色粘質ンル ト
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第 7図 SB3平 断面図
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第 4章 第 3次調査(S H81-3)

土坑 (SK)

SKl

3C区で検出した。 SDlと SB2

の間に位置する遺構で、上部は鎌倉時

代の溝によつて削平されている。平面

の形状は不定形を呈 し、最大幅3.2m、

最小幅1,75m、 深さ12伽 を測る。断面

は浅い逆台形を呈 し、中央付近の底面

には若干の くぼみがみられる。堆積土

は茶灰色細砂混粘土で、内部から奈良

時代に比定される須恵器の杯身 (9・

10)、 土 師器 の皿 (7・ 8)・ 小 皿

(2～ 4)・ 鉢 (5・ 6)な どのほか

小片が少量出土 している (第 9,10図 )。

SK2

2a～ b区で検出した。平面の形状

は不定形を呈 し、最大幅1.3m、 最小

ヒ  |

7.50m

…

呵
→

第 9図  SKl平 断面図

第10図  SKl出 土遺物実測図

1.茶灰色細砂混粘土
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第 1表 小穴 (SP)一覧表

幅0,9m、 深さ10c/mを 測る。断面は逆台形を

呈する。堆積土は暗灰褐色細砂混シル ト・褐

灰色粘質シル トである。遺物は古墳時代後期

に比定される須恵器の杯身 (10)な どの小片

が少量出上 している (第 11図 )。

/Jヽ穴 (SP)

SPl～ S P50

調査区から50個 を検出した。これらの小穴

は北東部に集中している。 SPl～ S P23は

掘立柱建物の柱穴である。その他の小穴 も建

物に伴 う小穴 と考えられるが後世に削平され

て消滅 したもので、調査区内で規則的に並ぶ

ものは検出されなかった。これらの小穴の平

* 単位 I cm

0                   1 0cm

第11図  SK2出 土遺物実測図

遺構番号 地 区 平 面 形 断面形 径 推 積 土 備  考
SPユ 隅九方形 逆凸形 66-70 暗灰褐色～暗茶灰色砂質土 SB 1内
S P 2 2C～ 2d 隅九方形 逆凸形 62´-65 10 暗茶灰色～灰茶色砂質土 SBl内
S P 3 2d 隅丸方形 逆凸形 62´-69 10 黒褐色～褐灰色砂質土 SBl内
SP4 隅九方形 逆凸形 52-65 4 暗灰掲色～暗茶灰色砂質土 SBl内
S P 5 2C 隅九方形 逆凸形 44-58 6 灰茶色～茶灰色砂質土 SBl内
S P 6 2d 隅丸方形 逆凸形 60 黒灰色砂質土 SBl内
S P 7 2C 隅九方形 逆凸形 46-47 6 灰褐色～茶灰色砂質土 SBl内
S P 8 隅丸方形 逆凸形 34´-52 7 灰褐色細砂礫砂質土 SBl内
S P 9 3C～ 3 d 隅丸方形 逆凸形 63-81 7 灰褐色～暗茶灰色砂質土 SBl内
S P10 4b 隅丸方形 逆台形 50´ヤ66 6 暗褐色粘質土

図 ヒ鉄を多量に含む)

SB2内

S Plユ 4C 円  形 逆台形 6 暗茶掲色粘質土 SB2内
S P12 4C 隅九方形 逆台形 50´-70 8 暗茶褐色粘質土 SB2内
S P13 4b 円  形 逆台形 20 暗茶色～茶灰色粘質土

(下層青灰色粘質土)

SB2内

S P14 4b～ 4C 円  形 逆台形 14 暗茶色～茶灰色粘質土

(下層暗灰色粘質土)

SB2内

S P15 4C 楕 円 形 逆凸形 33´-60 暗灰茶色～褐灰色粘質土

(下層暗灰色粘質土)

SB2内

S P16 4b 円  形 逆台形 18 18 暗灰茶色粘質土

(暗灰色粘土)

SB2内

S P17 4C 円  形 逆台形 5 暗茶灰色粘質土

(下層明青灰色粘質土)

SB2内

S P18 4C 楕 円 形 逆台形 42-48 暗茶灰色粘質土 SB2内
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第 2表 小穴 (SP)一覧表

第 4章 第 3次調査(S H81-3)

* 単位 i cm

遺構番号 地 区 平 面 形 断面形 径 推 積 土 備 考

S P19 2d～ 2e 隅九方形 逆台形 65´ヤ68 暗灰褐色粘質シル ト SB3内
S P20 2e 隅丸方形 逆凸形 68以上 掲灰色粘質シル ト

(一部暗褐色粘質土)

SB3内

S P21 3d 楕 円 形 逆台形 28´-33 暗灰褐色粘質シル ト SB3内
S P22 隅九方形 逆台形 44～ 7 茶褐色粘砂質土 SB3内
S P23 3d 隅九方形 逆凸形 49´-58 30 褐灰色粘質シル ト SB3内
S P24 2a 楕 円 形 逆凸形 52´-65 6 暗茶灰色粘質シル ト

S P25 2a 隅九方形 逆台形 60- 8 茶灰色粘質シルト

S P26 2a 楕 円 形 逆台形 26々-30 茶灰色細砂混粘質シルト

S P27 lC 楕 円 形 逆台形 37´ヤ71 茶灰色細砂混シル ト

(炭を含む)

S P28 円  形 逆台形 茶褐色～褐灰色砂質土

S P29 隅九方形 逆凸形 7 暗茶灰色粘質土

S P30 3C 楕 円 形 逆台形 14-21 暗茶灰色細砂混粘質土

S P31 円  形 逆台形 茶褐色細砂混粘質土

S P32 3C 円 形 逆台形 暗灰褐色細砂混粘質土

(土器片・炭化物を含む)

S P33 3C 楕 円 形 逆台形 55-‐ 82 7 暗灰褐色細砂混粘質土

(酸化鉄・炭化物を含む)

S P34 3b 楕 円 形 逆台形 46´-50 9 暗茶灰色粘質土

S P35 3C 隅九方形 逆台形 34´-46 7 暗茶色～暗灰褐色粘質土

S P36 4C 円  形 逆台形 6 暗茶色～暗灰褐色粘質土

S P37 4C 円  形 逆凸形 6 暗褐灰色粘質シル ト

S P38 3d 円  形 逆台形 7 茶灰色～褐灰色粘質シルト

S P39 3d 楕 円 形 逆台形 32-74 30 茶褐色粘質土

S P40 3d 楕 円 形 逆台形 30-46 暗灰褐色粘質シル ト

S P41 3d 楕 円 形 逆凸形 34⌒ヤ46 暗茶褐色シル ト混粘土

S P42 3d 楕 円 形 逆台形 36-42 7 茶灰褐色細砂混砂質土

S P43 4d 隅丸方形 逆凸形 66´-84 褐灰色粘質土

S P44 4d 楕 円 形 逆凸形 56-66 褐灰色～暗褐色粘質土

(下層茶褐色粘質土)

S P45 4d 隅丸方形 逆台形 54-60 掲灰色細砂混粘質土

S P46 3d 楕 円 形 逆凸形 28´ヤ60 暗灰掲色粘質シル ト

S P47 4d 楕 円 形 逆凸形 44-62 9 茶灰色細砂混粘質シルト

S P48 円 形 逆台形 20-41 褐灰色粘質土

S P49 4d 楕 円 形 逆凸形 44-49 茶灰褐色粘質シル ト

(下層淡青灰色シルト)

S P50 4d 円 形 逆台形 30 茶褐色粘質シル ト

(下層暗灰色細砂混粘質土)
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面の形状には円形のもの 8個、楕円形のもの14個 、隅丸方形のもの 5個 がある。断面は逆台形

18個 と逆凸形 9個 に分かれる。規模は検出部で、径30～ 70cm、 深さ 6～ 15cmを 測るものが大部

分である。堆積土は色調が褐色茶色～茶灰色で、シル ト～細砂混粘質土である。各小穴につい

ては第 1・ 2表 を参照されたい。

溝 (SD)

S Dll

5b～ 9b区で検出した。方向は南北方向を示す。規模は検出部で、幅10～ 70cm、 深さ10～

25cmを測る。断面は浅い半円形を呈する。堆積土は青灰色細砂混粘土である。遺物は奈良時代

～鎌倉時代に至る土器の小片が少量出土 している。時期は第 2調査面で検出した鎌倉時代の S

Dlと 同時期 と考えられる。

S D12

6b～ 9C区で検出した。方向は南東―北西に伸びた後屈曲し、北東へ伸びる溝で、南北部

はともに途中で途切れている。規模は検出部で、幅30～ 50cm、 深さ10～ 20cmを 測る。断面は浅

い半円形を呈する。堆積土は灰青色細砂混粘土である。遺物は奈良時代～鎌倉時代に至る土器

の小片が少量出上 している。

S D13

ld～ 2C区 で検出 した。方向は北西―南東を示す。規模は検出部で、幅26～ 40cm、 深さ

6 cmを 測る。断面は浅い半円形を呈する。堆積土は明青灰色細砂混粘質土である。遺物は奈良

時代～鎌倉時代に至る土器の小片が少量出土 している。

S D14

2e～ 4d区で検出した。方向は北西―南東を示す。規

模は検出部で、幅38～ 48cm、 深さ14～ 17cmを 測る。断面は

浅い半円形を呈する。堆積土は灰褐色細砂シル ト混粘上で、

内部から奈良時代～鎌倉時代に至る土器の小片が少量出土

している (第 12図 )。

S D15

調査区中央で検出した。方向は南西一北東を示す。規模は

7.50m

1.暗反掲色細砂混ンル ト

2.掲灰色粘質シル ト

0         1m

―
検出部で、幅 1.2m、 深 さ20～ 30cmを 測る。断面は浅い半円形  第12図  SK2出 土遺物実測図

を呈する。堆積土は茶灰色細砂混粘土である。遺物は奈良時代の土器の小片が少量出土 している。

溝 (SD)

S D16～ S D43

調査区北部の住居域内で検出している。溝の方向には南西―北東 と南東―北西の 2方向があ
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る。規模 は検 出部 で、幅14～ 74cmの 小 溝 と幅62～

164cmの やや大 きい溝があるが、前者の方にほとんど

含まれる。深さは 2～ 30cmを 測 り、比較的浅い。堆積

土はベース面の土層によつて埋 まっている土層が異な

るが、溝の時期は若干の切 り合い関係がみられるが、

ほぼ同時期に比定 してもよいものであろう。溝の性格

として考えられることは畝溝・鍬溝などの耕作溝であ

る。同一面では奈良時代の住居域を検出しているが、

この住居域が何かの諸事情により移動ないしは廃絶 し

たものと考えられる。

第 3表 溝 (SD)一 覧表

第 4章 第 3次調査(S H81-3)

0                                    20cm

第13図  S D25出 土遺物実測図

0                  1 0cm

第14図  S D43出 土遺物実測図

遺 構 番 号 地 区 万 同 断 面 形 幅 深  さ 推 積 土 備 考

S D16 2a～ 2b 南 東 一 北 西 椀 状 形 30´-40 4～ 6 灰 褐 負 糸日砂 混 シ ル ト

S D17 2b～ 3C 南 東 ―北 西 椀 状 形 30～ 40 8～ 9 暗灰褐 色網砂 混粘 シル ト SKlが 切 る

D18 3a´-4b 南 西 ―北 東 椀 状 形 14々ヤ22 ～ 7 褐 青 灰 色 粘 ンル ト

D19 南 西 ― Jヒ東 続】犬 26´-30 5～ 7 暗 褐 灰 色 細 砂 混 シ ル ト

S D20 南 西 ― 北 栗 蒻潮犬 24々-34 6～ 8 灰 褐 色 粘 質 シ ル ト S D17が 切 る

S D21 南 西 ―北 東 椀 状 形 34々-40 3～ 8 暗 灰 褐 シ ル S D17が 切 る

S D22 2b～ 2C 南 西 ―】ヒ東 椀 状 形 16´-24 4～ 5 シル ト

S D23 2C 南 西 ―北 東 椀 状 形 16…▼36 2～ 7 色 粘 質 シ ル ト

S D24 南 東 ―北 西 椀 状 形 18～ 24 6～ 10 褐 灰 色 粘 質 シ ル ト

D25 4C～ 5d 南 西 一北 東 逆 台 形 12～ 18 暗 褐 仄 色 細 砂 混 シ ル ト S D27が 切 る

D26 南 西 ―北 東 椀 状 形 16´-38 5～ 10 暗 茶 褐 色 粘 ンル ト P35,SK2が 切 る

S D27 4d～ 5e 円 呆 ― ヨ

`四
拠 択 形 28々-58 10々-27 暗 灰 褐 色 粘 シル ト

S D28 5e 南 西 ― 北 東 lL状形 30´ヤ60 5～ 7 掲 ワ

S D29 4d～ 5e 南 西 ―北 東 逆 台 形 26´-64 3～ 5 楊 仕 粘 ンル ト S D33が 1刀 る

S D30 4d～ 5e 南 西 一北 東 逆 台 形 26´-64 3～ 5 〔褐色粘質シフレト

S D31 4d～ 5e 南 西 ―北 東 逆 台 形 20-‐ 32 3～ 5 暗 灰 掲 色 細 砂 混 シ ル ト S D32が 切 る

S D32 4C～ 5e 南 東 一 北 西 逆 台 62´-164 13～ 18 暗 灰 褐 色 細 砂 混 シ ル ト

S D33 「Jd～ 5e 南 戻 ― 北 西 椀 状 形 20´ヤ32 2～ 10 暗 灰 褐 色 粘 シ ル S D30が 切 る

S D34 4d～ 5d 18-26 3～ 4 暗 褐 灰 色 細 砂 rFLシ ル ト S D27・ S P54が 切 る

S D35 3e 30々― 7～ 13 灰褐色粘質シル ト

陪楊灰色細砂混 シル ト

S D21が 切 る

S D36 4C～ 4d 南 東 ― 北 西 逆 台 形 40´-47 18- 28 S D14が 切 る

S D37 4C～ 4d 南 東 ― 北 西 椀 状 形 28´-32 27´-28 暗 灰 褐 色 細 砂 混 シ ル ト S D14が 切 る

D38 南 東 一引ヒ西 椀 状 30～ 42 6～ 11 灰 褐 色 細 砂 混 シ ル ト

S D39 4C～ 5d 南 西 ―北 78´ヤ 8～ 26 暗 灰 褐 色 細 砂 混 シ ル

S D40 5d 椀 状 形 30～ 40 7～ 13 暗 仄 褐 色 労 シ ル

S D41 3e 封ヒロ互 皿】犬形 104～ 11´-15 ンル ト S D14が 切 る

S D42 4C 南 東 一北 西 椀 状 形 24´ヤ30 5～ 7 色 粘 質 シ ル ト

D4 3d～ 5d 南 西 ―北 東 椀 状 形 8～ 23 暗 褐 灰 色 細 砂 混 シ ル ト
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1)鎌倉時代

S01

5d～ 6d区で検出した。東都は調査区外に至

り、南部は S D15に切 られる。北部はS D31を切

る。東西3.8m以 上、南北3.2m以 上、深さ33cnIを

測る。堆積土は暗灰色砂混粘質土・暗黒灰色粘質

上で、内部から奈良時代～鎌倉時代 に比定される

土師器の皿 (19)・ 甕 (20)、 須恵器の杯蓋 (21)

。杯身 (22)・ 奏 (23)な どの小片が少量出土 し

ている (第 15図 )。

溝 (SD)

SDl～ S D10

第 5層上面で10条検出した。調査区中央で検出

したSDlが 幅・規模 ともに大 きく、南から北方

へ伸びた後、中央付近で屈曲し北東方向へ伸びる

溝で、SD3～ S D10は調査区北部で南西―北東

の方向に伸びる。 SD2は SDlの 屈曲部から北

西方向に至るものである。これらの溝は耕作に関

連するもので、下層で検出している溝の方向と一

致 してお り、耕地区画がほとんど変わっていない

ことが分かった。 SD3内 から鎌倉時代に比定さ

れる瓦器小皿 (24)が出土 している (第 16図 )。

個々の溝の法量などについては第 3表に記す。

第 1表 溝 (SD)一 覧表

3

0                  10cm

第15図  S01出 土遺物実測図

Cm

第16図  SD3出 土遺物実測図

遺構番号 地 区 方 向 断面形 幅 深  さ 推 積 土 備 考

SDl lb～ 10d 南北 皿状形 390-500 8～ 13 青灰色粘土 SD2と合流

SD2 3a～ 4b 南東―北西 皿状形 80´ヤ350 9～ 1ユ 青灰色粘土 SDlと合流

SD3 4d～ 6e 南西一北東 皿状形 450～ 5～ 15 暗灰色粘質シルト

SD4 3e～ 5e 南西一北東 皿状形 30-70 4～ 5 淡灰褐色細砂混粘土

SD5 3d～ 4e 南西―北東 椀状形 70～ 130 4～ 10 淡灰褐色細砂混粘土

SD6 lb～ 3C 南西―】ヒ東 皿状形 90～ 170 3～ 11 淡灰褐色細砂混粘土

SD7 la～ 3b 南西―北東 皿状形 30～ 40 9～ユ0 淡灰褐色細砂混粘土

SD8 la～ 3b 南西―北東 椀状形 60-100 7～ 12 淡灰褐色細砂混粘土

SD9 la～ 2b 南西―北東 皿状形 30-40 7～ 11 淡灰褐色細砂混粘土

S D10 la～ 2b 南西―北東 椀状形 350´― 7～ 13 淡灰褐色細砂混粘土
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d

七次調査(S H81-3)

SD2

第17図 第 2調査面遺構平面図
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3) 遺構に伴わない出土遺物

調査区内で出土した遺物はコンテナ箱にして約 7箱分である。このうち、遺構に伴わない遺

物は約半分を占めている。遺物は古墳時代前期 (庄 内式)力|ら 近世に至る各種のものを出土し

ている。特に第 4層 と第 5層内の出土である。第 4層 は鎌倉時代に比定される土器を中心に、

第 5層 は奈良時代に比定される土器を中心に出土 している。図示できたものについて記す。古

墳時代中期に比定される円筒埴輸 (25)、 飛鳥から奈良時代に比定される土師器の皿 (26)・

甕 (27～ 30・ 32)。 大型の鉢 (31)・ 小型の鉢 (34・ 42)・ 高杯 (33・ 36)・ 土馬 (35)、 須

恵器の壺蓋 (42)。 杯蓋 (38～ 41)。 杯 (43・ 44)。 奏 (45)。 鉢 (46)、 鎌倉時代に比定さ

れる瓦器椀 (47)である(第18図 )。 また、時期不明の銅製品 (図版 7)が 1点出土している。
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第4章 第 3次調査 (S H8ユ ー3)
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第18図  遺構に伴わない遺物
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Ⅲ 出土遺物観察表
号

号

番

番
物
版

遺

図
器   種

径
高

口
器くｃｍ，遅

形 態 ・ 調 整 等 の特 徴 色   調 胎   土 焼 成 備 考

１
　
　
　
七

杯身

須恵器

S P20

口 径 4.15

器 高 130
平らな杯底部から屈曲し上外方へ伸びる。

日縁部はやや尖り気味。
日縁部内外面回転ナデ、内面不定方向ナデ

外面回転ヘラケズリ後不定方向ナデ。

色

色

灰

乳

乳

灰

内

外

2 Hm以下の

砂粒をごく

微量に含む。

良好 完形

2

七

杯
土師器

SKl

口 径 底部から外上方へ伸びた後緩やかに屈曲し

上外方へ伸びる。日縁部は九く終わる。底部

は欠損。
日縁部ヨコナデ、外面ナデ、内面剖離の為

不明。

内 乳灰茶
色

暗灰青

色

外

微砂粒を含
む。

良好 外面に煤付

着。
1/4残存

３

　

七

同上

SKl

口 径  12.8
器 高  31

浅い半球形で、日縁端都は九く終わる。日

縁部ヨヨナデ、内外面磨耗の為不明。

内 乳灰茶
色

外 橙茶色

微砂粒を含
む。

良好 1/2残存

4 同上

SKl

口 径 杯底部から緩やかに屈曲し、上外方へ伸び

る。口縁端部は九く終わる。底部は欠損。

日縁部ヨコナデ、外面指ナデ後ヘラミガキ

内面磨耗の為不明。

乳灰茶色 微砂粒を合
む。

良好 1/2残存

5 鉢
土師器
SKl

口 径 182 やや平らな底部から屈曲し、上外方へ伸び

る。日縁端部は九く終わる。底部は欠損。

日縁郡ヨヨナデ、その他磨耗の為不明。

乳灰茶色 3 mm以下の

微砂粒を含
む。

良好 1/5残存

６

　

七

同上

SKl

口 径 20.0
器 高 87

平らな杯底部から上外方へ内湾しながら伸
びる口縁都はやや内側に肥厚する。

日縁部ヨコナデ、内外面ナデ。

乳茶灰色 3m以下の

微砂粒を含
む。

良好 1/2残存

7 皿

土師器

SKl

口 径 206 平らな杯底部から屈曲し、上外方へ短く伸

びる。口縁端部は内側に肥厚し、九く終わる。

口縁部ヨコナデ、内面ナデ後ヘラミガキ、

外面磨耗の為不明。

乳橙茶色 1 5mm以 下
の微砂粒を
ごく少畳含
む。

良好 1/5残存

皿

土師器

SKl

口 径 238 杯底部から上外方へ短く伸びる。口縁端部

は内側に肥厚し、九く終わる。

口縁部ヨコナデ、内外面磨耗の為不明。

色

茶
灰

灰

乳

乳

色

内

外
微砂粒を含
む。

良好 1/6残存

９

　

七

杯身

須恵器

SKl

径

高

口

器

杯底部から上外方へ伸びる。国縁端部は九

く終わる。断面ハ字形に方形の高台が付く。

回転ナデ。

灰 色 3～ 6 mmの

礫、微砂粒
を少量含む。

良好 3/4残存

杯身

須恵器
SKl

径

高

口

器

やや尖りぎみの杯底部から上方へ伸びる。

日縁端部は丸く終わる。

内外面回転ナデ。

灰色 2.5mm以 下
の砂粒を微

量に含む。

良好

鉢
土師器
S D14

回 径 89 体部から上方へ外反しながら伸びる。口縁

端部は九く終わる。
国縁部内外面ヨコナデ、外面ナデ。

橙茶色 微砂粒を含
む。

良好 1/8残存

器

２５

杯
師

Ｄ

土

Ｓ

口 径 134
器 高 42

浅い半球形で、日縁部は九く終わる。
口縁部内外面ヨコナデ、他ナデ。

橙茶色 微砂粒を含
む。

良好 1/4残存

杯
土師器
S D25

口 径 口縁部は僅かに外反する。日縁端部は九く

終わる。
日縁部内外面ヨヨナデ、他ナデ。

栓茶色 微砂粒を含
む。

良好 1/5残存

七

羽釜

土師器

S D25

口 径 278 口縁部は上方へ外反して伸びる。口縁端部
は九く終わる。頚部外面に鍔が巡る。鍔は水

平に伸び、端部は九い。

日縁部・鍔はヨヨナデ、内面ナデ、外面ハ

ケナデ。

暗褐茶色 1 -1 5mm
の砂粒を合
む。

良好 1/6残存

器

４３

杯

師

Ｄ

土

Ｓ

口 径 120
器 高 32

浅い半球形で、やや平らな底部をもつ。日

縁端部は九く終わる。
日縁部ヨコナデ、他ナデ。

橙茶色 1～ 1.5 mn

の砂粒を含
む。

良好 1/2残存
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第 4章 第 3次調査 (S H81-3)

還物番号
図版番号

器   種
径
高

日
器くｃｍ，燿

形態・調整等の特徴 色    調 胎 土 焼  成 備 考

器

４３

杯
師

Ｄ

土
Ｓ

日 径 121 浅い半球形で、やや平らな底部をもつ。日
縁端部は丸く終わる。

口縁部ヨヨナデ、他ナデ。

内 乳灰橙
色

外 橙茶色

微砂粒を含
む。

良好 1/4残存

器

４３

杯
師

Ｄ

土
Ｓ

口 径 13 4 口縁端部は九く終わる。
口縁部ヨコナデ、他ナデ。

橙茶色 微砂粒を含
む。

良好 1/5残存

器

４３

皿

師

Ｄ

土

Ｓ

口 径 152
器 高 27

平らな底部から屈曲し、上外方へ伸びる。
口縁端部は内側に肥厚する。

日縁部ヨコナデ、他ナデ。

橙茶色 微砂粒を含
む。

良好 1/5残存

中皿
土師器
S01

回 径 平らな杯底部から上方へ伸びる。口縁端部
は九 く終わる。
口縁部ヨヨナデ、他ナデ。

乳灰橙色 2 mm以下の

微砂粒 を微

量 に含 む。

良好 1/4残存

奏
土師器

S01

口 径 口縁部は上外方へ伸びる。口縁端部は九く
終わる。

日縁都ヨコナデ、他磨耗の為不明。

乳灰橙色 2 5nm以 下
の微砂粒を
ごく少量含
む。

史好 1/5残 存

２‐
　
　
　
七

蓋

須恵器

SOl

径
高

口
器

平らな天丼部から下外方へ伸びる。国縁端
部は下方につまみ出す。天丼都外面につまみ
が付 く。

回転ナデ。

灰 色 2 mm以下の

微砂粒を含
む。

良好 1/2残存

２２

　

　

七

杯身
須恵器

S01

径
高

口
器

平らな杯底部から上外方へ伸びる。口縁端
部は九く終わる。断面ハ字形に方形の高台が
付く。

回転ナデ。

乳灰色 3 mm以下の

砂粒を少量
含む。

良好 3/4残 存

須恵器
S01

口 径 外反する日縁部で、端部は九く終わる。
回転ナデ。

乳灰色 砂粒を少量
含む。

良好 1/5残存

小皿

瓦器

SD3

口 径 浅い半球形で、日縁端部は九く終わる。底
部外面に小さな張り付け高台が付 く。

口縁部・高台ヨコナデ、他ナデ。見込み部
は螺旋暗文。

暗灰色 微砂粒を含
む。

良好 1/3残 存

２５
　
　
　
七

埴輪

第4層

タガ上幅 08
タガ下幅 2.1

タガ高  12
タガ径 339

筒状で、断面台形のタガが巡る。体都外面
に接合痕 1本がみられる。
内面・タガヨヨナデ、外面ハケナデ。′

内

外
暗灰色
橙茶色

3 5 mm砂 粒
を微量に含
む。

貞好 小片

器

層

皿

師

４

土

第

口 径 198 上外方へ内湾して伸びる日縁部で、端部は
九く終わる。

日縁部ヨコナデ、他ナデ。

乳灰茶色 微砂粒を含
む。

良好 1/6残 存

琵

土師器

第 4層

口 径 262 外上方へ外反して伸びる口縁部で、端部は
上につまみ上げる。

内外面ヨコナデ。

内 乳茶灰
色

外 ▼し灰茶
色

微砂粒を含
む。

良好 1/6残存

同上

第4層

国 径 88 口縁都は上外方へ伸びる。端部はやや上に
面をもつ。

内外面とも磨耗のため不明。

内 暗灰茶
色
暗茶灰
色

4 mm以下の

砂粒を含む。
良好 1/4残 存

同上

第 4層

口 径 12.4 口縁部は上外方へ伸びる。端部はやや上に
面をもつ。

内外面とも磨耗のため不明。

内 橙茶灰
色
茶灰乳
色

外

4 mm以下の

砂粒を含む。
良好 1/4残存

同上

第4層

径回 口縁部は上外方へ伸びる。端部はやや上に
面をもつ。

内外面とも磨耗のため不明。

内 乳灰茶

色

乳茶灰

色

外

2 mr以下の

砂粒を含む。
良好 1/5残存
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遺物番号
図版番号

器   種
径
高

国
器＜ｃｍ，遅

形態・調整等の持徴 色 調 土 焼  成 備 考

霊
土師器

第4層

口 径  420 外上方へ伸びる日縁部で、端部は外に面を

もつ。
国縁部ヨコナデ、体部内面ヘラナデ。

色

茶

茶

灰
灰

乳
色

内

外

3 mm以 下の

砂粒を含む。

良好 1/6残存

同上

第 4層

口 径 212 外上方へ伸びる口縁部で、端部は内側に面

をもつ。
口縁部ヨコナデ、体部内面ヘラナデ、外面

ナデ・指頭痕。

暗褐茶色 微砂粒を含
む。

良好 1/6残存

高杯
土師器
第4層

口 径 106 上タト方へ内湾しながら伸びる口縁部で、端

部は丸く終わる。底部は欠損。
日縁部ヨヨナデ、他ナデ。

乳橙茶色 3 Hun以 下の

砂地を含む。

良好 1/5残存

鉢
土師器

第4層

日 径  76 半球形で、日縁端都は鈍く尖る。
日縁部ヨコナデ、他ナデ。

内 乳灰橙
色

外 乳灰茶

色

1 5mm以 下
の砂粒を含
む。

良好 1/2残存

同上

第4層

口 径 232 上方へ内湾しながら伸びる日縁部、端部は

九く終わる。
内外面ヨコナデ。

色
色

橙
茶

茶

乳

内
外

微砂粒を含
む。

良好 1/7残存

３６

　

八
蔀珊纂

口 径  138 半球形の杯体部で、口縁端部は九く終わる。

脚部は欠損。
口縁部ヨコナデ、内面ナデ、外面ヨヨナデ。

乳灰橙色 1 5mn以 下
の砂粒をご

く夢雛 む。

良好 1/4残存

３７

　

八
鍋饂紳

頭部のみで、馬顔には目・鼻・耳がはつき

りと付けられている。

手ず くね。

茶橙色 微砂粒を含
む。

良好 1/4残存

杯蓋

須恵器

第4層

口 径 ユ .6 天丼部から外下方へ伸びる口縁部、端部は

丸く終わる。内側には小さなかえりがある。
天丼部外面回転ヘラケズリ、他は回転ナデ。

灰 色 2 5mm以 下
の砂粒を少

量含む。

良好 1/3残存

同上

第4層

口 径 130 天丼部から外下方へ伸びる日縁部、端部は

下方へつまみ出す。
回転ナデ

灰 色 微砂粒を合
む。

良好 1/3残存

40 同上

第4層

口 径 150 天丼部か ら外下方へ伸 びる口縁部、端部は

下方へつ まみ出す。

回転 ナデ。

仄 色 微砂粒を含
む。

良好 1/4残存

同上

第4層

口 径 16.8 平らな天丼部から外方へ伸びる口縁部、端

部は下方へ屈曲し、下につまみ出す。

回転ナデ。

仄青色 微砂粒を含
む。

良好 1/3残 存

４２

　

人

重蓋

須恵器

第4層

口 径 125 凹んだ天丼部から外方へ伸びた後屈曲し、
下方へ伸びる日縁部、端部は凹面をもつ。

内側不定方向のナデ、他は回転ナデ。

灰青色 微砂粒を含
む。

良好 1/4残存

杯身
須恵器

第5屠

口 径 123
器 高 395
底都径 88

平らな杯底部から屈曲し、上外方へ伸びる

口縁都、端部は丸く終わる。底部外面に断面

台形の高台が付く。
日縁部回転ナデ、底部内外面不定方向のナ

デ 。

灰色 微砂粒を含
む。

良好 と/2残 存

同上

第 4層

底部径 78 平らな杯底部から屈曲し、上外方へ伸びる

口縁部、端部は欠損。底部外面に断面方形で
ハ宇形に開いた高台が付 く。

回転ナデ。

乳灰色 微砂粒を合
む。

良好 1/3残存

器

層

奏

恵

４

須

第

径国 外上方へ外反して伸びる口縁部、端部はつ

まみ上げる。

回転ナデ。

灰 色 微砂粒を含
む。

良好 1/5残存
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第■事 誇争孜調査(SH凱‐-3)

孵瞬
器  慈 羅 簾 諺態 ,翻甕等の1砦警 色   調 胎   土 擁 戯 備  を

48

掛鶴鶏

口 径 30m

篭 顧 鐸
監

―

響
鞠 は工 つ諄 朧 潮妙競 tF奮

番も―
1ヨヒ積iF 1/$鰺

47

携器始
日 経 iSt0

藤畿鰹緞難致歳議 機鰺嘘を含
む。

良奸 1/5擦滞
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Ⅳ まとめ

今回の発掘調査は、成法中学校内の第 4次の調査にあたり、敷地内の南東部に位置する調査

であつた。調査では奈良時代から近世に至る遺構・遺物を検出した。特に、掘
―立柱建物を中核

とする奈良時代の住居域の一部を検出することができた。この時期の遺構は当敷地内で実施し

た調査 (S H82-1・ S■85-3)で も検出されており、少なくとも南北100mに わたって居

住域が拡がっていたことが明らかになった。また、遺物としては包含層から祭祀用に使用した

と考えられる馬をかたどった土製品 (土馬の頭部分)が出上しており、この付近で祭祀的なも

のが行われたのであろう。
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郵  国



調査区全景 (北 から)

調査区北部 (1と から)



SBl(南から)

SBl(南 から)



SBl内 。SP8(南 から)

SBl内 。SP9(南 から)



SBl・ SB2(南 から)

SB2(北 から)



SKl全 景 (西 から)

S D37(西 から)



北西部遺構 (西 から)

下層確認 トレンチ (北 から)
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第 5章 第 4次調査 (S H88-4)発掘調査報告



例

1.本書は、人尾市南本町 1丁目10番地で実施 した大阪シーリング印刷事務所建設工事に伴

う発掘調査の報告である。

1.本書に報告する成法寺遺跡第 4次調査 (S H83-4)の発掘調査業務は、財団法人八尾

市文化財調査研究会が八尾市から委託を受けて実施したものである。

1.現地調査は昭和63年 11月 7日 から12月 5日 にかけて、高萩千秋を担当として実施 した。

調査面積は540m2を 測る。なお、調査においては高井裕之・八元聡志・岩本多貴子・村田

英子・村田圭子が参加 した。

1.

内業整理は、現地調査終了後実施し、平成 3年に刊行した。

本書に関わる業務は、遺物実測―岡田・高井、図面レイアウトー岩本・村田英子、図面

レースー岩本・村田 (英 )、 遺物写真撮影―高萩が行った。本書の執筆は主に高萩が担

したが、第 4節出土遺物観察表については村田英子が担当した。

全体の編集は高萩が行った。
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第 5章 第 4次調査(S H88-4)

はじめに

今回の調査は、南本町 1丁 目10に所在する硼大阪シーリング印刷の事務所建設工事に伴 うも

ので、当調査研究会が当遺跡で実施 した第 4次調査 (S H88-4)に あたる。当調査地の北方

に近接する都市計画道路平野中高安線では拡張工事に伴 う発掘調査が大阪府教育委員会によっ

て昭和60年度から継続的に実施 されている。その結果、弥生時代中期に比定される方形周溝墓

の墓域、古墳時代前期の竪穴住居 。井戸・溝等の居住域が検出されている。当調査地は、昭和

61年度に実施された調査地の南部に位置する。調査期間は昭和63年 11月 7日 ～12月 5日 までで

ある。調査面積は約5401n2を 測る。

К＼籠ヂoと■4 VA獣  ́  ヽII ヽヽ い _

圧コ 成法寺 (大 阪府教育委員会 )

区園 小阪合 (大 阪府教育委員会)

厩勿 小阪合 (八尾市教育委員会)

麟翻 東郷 (当 調査研究会)

第 1図 調査地周辺図

2次

-61-



Ⅱ 調査概要

1.調査の方法と経過

人尾市教育委員会の指示書に従って建物の基礎部分に幅 3mX長さ60mの トレンチ 3本 (東

から第 1調査区～第 3調査区)を設定し、現地表下約1.5mま での土層を機械掘削し、以下の

土層については人力掘削を実施 した。なお、第 1調査区と第 2調査区の南側の間については遺

構の性格を知るために拡張した。また、第 1調査区では、下層 (弥生時代中期の遺構)を確認

する目的で前面を約40cm掘 り下げた。

0                     20m

第 2図 調査区設定図及び区割図
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第5章 第 4次調査(S H88-4)

SK12  sEl

第 2調査区

第 3調査区

4.茶色細砂混じり粘質±  5.暗 青掲色粘土混じり細砂

SK8 sK9

l sP23

SP1 3

。sSl~。 sP4 S壁

3.暗青色粘質土

第 3図 連構平面図

6.灰青色細砂 青灰色粘±  8.暗 茶灰色シル ト

―-63・ 64-一



第5章 第4次調査(S H88-4)

地区割 (第 2図)は、調査区の北東隅から東西線が数字 (1～ 6)、 南北線がアルファベッ

ト (a～ b)を 呼称 した。なお、基準点の国土座標の値は東西軸 (1ラ イン)が X=-15

3110.257、 南北側 (aラ イン)が Y=-35350.000を 測 り、区割 りの南北線は国土座標の軸に

対し2° 西へ振っている。

調査では、現地表下1.5m(標高7.Om)に 存在する第 6層淡灰色～灰青色細砂の上面で古墳

時代前期 (庄 内式古相)に比定される遺構を検出した。遺構は方形周溝墓 3基 (SXl～ SX

3)、 井戸 1基 (SEl)、 土坑24基 (SKl～ S K24)、 小穴27個 (SPl～ S P27)。 溝 2

条 (SDl・ SD2)で ある。出土遺物は、遺構内及び上面に存在する第 5層暗茶色～暗青褐

色細砂混粘質土内から弥生時代後期 (第 V様式)～古墳時代前期 (庄 内式)に比定される土器

片が、コンテナ箱にして約 6箱分出上 した。

2.基本層序

調査区内で、現地表面から約1.8m

摘出して基本層序とした (第 4図 )。

8.3mを 測る。

までの間に存在する土層内から普遍的にみられる 7層 を

現地表面は標高

調査面

第 4図 基本層序柱状図 (S=1/40)

第 1層 盛土。層厚 lm。 工場跡地で、基礎コンク

リー トが部分的に残っている。

第 2層 旧耕土。層厚10～ 15cm。 近年まで耕作土で

ある。

第 3層 責褐色～茶色細砂混粘質土。層厚10～ 20cmっ  8.00m

耕上の床上である。

第 4層 灰褐色～茶色細砂混粘質土。層厚10～ 1 5cm。

自然堆積土である。
7.00m

第 5層  暗灰色～暗青褐色粘土混細砂。層厚 5～

15cmo ttV様 式～庄内式に比定される土器

の小片が少量含まれている。

第 6層 淡灰色～灰青色細砂。層厚25～ 30cm。 洪水

層の堆積上で、この上面 (標高7.Om前 後)

で古墳時代前期に比定される遺構を検出し

た。

第 7層 淡灰色～灰青色粘土。層厚20cm。 粘性が強

い土層で、炭化物が少量含まれている。

1

3

5

6
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0                  10cm

第 5図  SXl出 土遺物実測図

0                  1 0cm

第 6図  SX2出 土遺物実測図

3.検出遺構 と出土遺物

方形周溝墓 (SX)

SXl

SX2の 北部で検出した。検出できたのは東溝

と北溝の一部でSX2に 切 られてお り、西溝は調

査区外に至 り、不明である。規模は確認できたと

ころで、南北辺 8m前 後、溝幅は東溝約1.4～

1.5m、 北溝2.1～ 2.4mを 浪1る 。溝の断面は浅い

半円形を呈 し、暗灰青色粘質細砂の一層が堆積 し

ている。遺物は、溝内から庄内式中相の庄内式甕

(1・ 2)・ 高杯 (3)が ごく少量出土 している

(第 5図 )。

SX2

第 2調査区の南部から北溝 と東溝を検出した。

北溝の東狽Jで はSXlの 東溝を切っている。方向

は東溝を軸にすると東に対 し北へ約70° 振ってい

る。規模は確認できたところで、東西辺約8.Om、

溝は東溝が2.4m、 北溝が2.2～ 2.6mで 、深 さ15～

25cmを測る。滞の断面は浅い半円形を呈 し、上方

から暗褐色細砂混粘質土・黒褐色粘質土・灰茶青

色細砂混粘質上の土層が レンズ状に堆積 している。

遺物は、溝内か ら庄内式甕・高杯 (4)。 器台

(5)・ 鉢 (6)な どの小片が少量出土 している。

SX3

第 3調査区の南部で検出した。南溝 と北溝の一

部 と東溝が確認できた。方向は東溝を軸にすると

ほぼ南北方向を呈 している。規模は確認できたと

ころで、南北辺約10.5m、 溝幅は東溝が1.5～ 1,7m、 北溝2.3mで 、深 さ40～ 60cmを 測る。溝

の断面は浅い半円形を呈 し、上方から暗灰茶色粘質土・暗灰色細砂混粘質土・暗茶色粘土 。黒

褐色粘質土 (植物遺体を含む)。 暗褐色粘土 。灰褐色粘土の土層が レンズ状に堆積 している。

遺物は、溝内の北東角から 1個体分の庄内式甕 (7)と 鉢 (9)、 南東隅から木製品の板材 1

点が出土 している。その他、溝内部から庄内式斐 (3)のほか小片がごく少量出土 している。

―-66-―



第 5章 第 4次調査 (S H88-4)

3
A'

1.暗掲色細砂混じり粘質土

2.暗灰茶色粘質微砂

3.暗黒色微砂 (植物遺体)

4.青反色細砂 (地山面)

ふ

　

４ ５

C
7.00m

5.暗褐色細砂混じり粘質土

6.植物遺体

7.灰茶青色細砂混じり粘質土

8.青反色粘土

第 7図  SXl・ SX2平断面図
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B'

1.暗反葉色粘質土

2.晴反色砂混じり粘質土
3.暗茶色粘土

4.暗黒色 (植物遺体)

5.暗褐色粘土

6.反褐色粘土

第 8図  SX3平 断面図
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第 5章 第 4次調査(S H88-4)

1.暗掲灰色粘質土 (細砂を含む)

2.暗灰色粘質シル ト
3.淡灰青色細砂

0             1m

第10図  SEl平 断面図

井戸 (SE)

SEl

第 2調査区の北部 (lb区)で検出した。

平面の形状は円形を呈する素掘 りの井戸で、

S K12を 切 り込んでいる。規模は検出部で、

径1.3～ 1.5m、 深 さ1.4mを 測る。断面は逆

台形 を呈 し、上方か ら第 1層 暗褐灰色粘質

土 。第 2層 暗灰色粘質シル ト・第 3層淡灰青

色細砂が堆積 している (第 10図 )。 遺物は第

1層 の上部で集積 していた庄内式古相の奏

(10。 11)・ 鉢 (12)・ 器台 。高杯などの破

片 と第 2層 内から土妊 (13)1点が少量出土

している (第 11図 )。
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土坑 (SK)

SKl

第 3調査区の北部 (lC区)で検出した。北東部は調査区外に至る。規模は検出部で、東西

O.8m、 南北0.6m、 深さ20cmを測る。断面は逆台形を呈 し、暗茶灰色シル トが堆積 している。

遺物は、庄内式土器をごく少量出土 している。

SK2

SKlの 南部 (2C区)で検 出 した。南東部は調査区外 に至る。規模 は検出部で、東西

0.6m、 南北0.5m、 深さ10cmを 測る。断面は逆台形を呈 し、暗茶灰色 シル トが堆積 している。

遺物は、庄内式土器をごく少量出土 している。

SK3

第 1調査区の北部 (3C区)で検出した。東部は調査区外に至る。規模は検出部で、東西

2m、 南北 3m、 深さ26cmを測る。断面は逆台形を呈 し、暗茶灰色シル トが堆積 している。遺

物は、庄内式上器をごく少量出土 している。

SK4

第 3調査区の北部 (3C区)で検出した。 SP7に 切 られ、東西は調査区外に至る。規模は

検出部で、東西 2m、 南北4.56m、 深さ26cmを 測る。断面は逆台形を呈 し、暗褐色細砂混 じり

粘質土・褐黒色炭素混 じり粘質土・灰茶色細砂 。暗青色細砂混 じり粘質上が堆積 している。底

面にはSP8～ S P10が切 り込んでいる(第 12図 )。

遺物は、内部から庄内式のV式系奏 (14～ 16)・

器台 (17)を ごく少量出土している (第 13図 )。

7.00m

1.暗掲色細砂混じり粘質土

2.褐黒色炭素混じり粘質土

3.灰茶色細砂

4.暗青色細砂混じり粘質土

0 0           1om

第13図  SK4出 土遺物実測図―

号ラニ[を昼E診
手

二II三耳
【【

ク

14

第12図  SK4断 面図
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7.00m

1.暗褐色細砂混じり粘質±  2.暗 青色粘土混じり細砂

0

第14図  SK5断 面図

第 5章 第 4次調査(S H88-4)

第15図  SK5出 土遺物実測図

1.晴褐色細砂混じり粘質土

0         1m

―第16図  SK6断 面図

SK5

第 1調査区の北部 (4C区)で検出

した。東西は調査区外に至る。規模は

検出部で、東西0,7m、 南北1.4m、 深

さ15cmを測る。断面は逆台形を呈 し、

暗褐色細砂混じり粘質土・暗青色粘土

混じり細砂が堆積している (第14図 )。

底面には、 S Pllが切 り込んでいる。

遺物は、壺 (18)・ 庄内式奏 (19・

20)の ほか庄内式期の土器の小片がご

く少量出土 している (第15図 )。

SK6

第 3調査区の中央部 (5C区)で検

出した。東西部は調査区外に至る。規

模は検出部で、東西 2m、 南北3.2m、

深さ20cmを 測る。断面は逆台形を呈し、

暗褐色細砂混 じり粘質土が堆積 してい

る (第 16図 )。 底面にはS P12が切 り

込んでいる。遺物は、鉢 (21)の ほか

庄内式期の土器の小片がごく少量出土

している (第 17図 )。

SK7

第 3調査区の南部 (5C・ 6C)で

検出した。東部は調査区外に至る。規

模は検出部で、東西1.8m、 南北 4m、
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深さ50cnを 測る。断面は逆台形を呈し、

暗褐色細砂混じり粘質土 。暗灰色細砂・

灰青色細砂・暗灰色細砂・暗灰青色細砂

が堆積 している(第 18図 )。 遺物は、V様

式の長頚壼 (23)・ 庄内式の壼 (22)。

V様式甕 (24)を ごく少量出上 している

(第 19図 )。

1.暗掲色細砂混じり粘質土

2.暗反色細砂

3.灰青色細砂

第18図  SK6断 面図

7,00m

4.暗灰色細砂

5.暗灰青色細砂

0         1m

―

0                  1ocm

第19図 SK6出土遺物実測図

SK8

第 1調査区の南部 (5C)で 検出 した。東部 は調査区外 に至 る。規模 は検出部で、東西

0.8m、 南北1.15m、 深さ20cnlを 測る。断面は逆台形を呈 し、暗茶灰色シル トが堆積 している。

遺物は、庄内式期の土器をごく少量出土 している。

SK9

第 1調査区の南部 (5C)で検出した。 S P14に切 られ、東部は調査区外に至る。規模は検

出部で、東西1.5m、 南北1,6m、 深さ50cmを測る。断面は逆台形を呈 し、暗青色砂質土が堆積

している。遺物は、庄内式期の土器をごく少量出上 している。

S K10

第 1調査区の蔀部 (6C。 7C)で 検出した。東部は調査区外に至る。規模は検出部で、東

西0.6m、 南北0。 5m、 深さ20cmを測る。断面は逆台形を呈 し、暗茶灰色シル トが堆積 している。

遺物は、内部から庄内式期の土器をごく少量出土 している。

S Kll

第 1調査区の南部 (7b,7C)で 検出した。平面の形状は楕円形を呈する。規模は検出部

で、東西径0.5m、 南北0,7m、 深さ25cmを 測る。断面は逆台形を呈 し、暗茶灰色シル トが堆積

している。遺物は内部から庄内式期の土器をごく少量出土 している。

-72-



10cm

25    -

第20図  S K12出土遺物実測図

第5章 第4次調査(S H88-4)

S K12

第 2調査区の北部 (lb)で検出した。南部

ではSElが 切 り込んでいる。西部は調査区外

に至る。規模は検出部で、東西1.lm、 南北4.45m、

深さ30cmを測る。断面は逆台形を呈 し、暗茶灰

色シル トが堆積 している。遺物は、内部から器

台 (25・ 26)の 他が少量出土 している (第 20図 )。

S K13

第 2調査区の北部 (2b)で検出した。東部は調査区外に至る。規模は検出部で、東西 lm、

南北 2m、 深 さ13cmを測る。断面は逆台形を呈 し、暗青色砂質土が堆積 している。遺物は、壺

(27)・ 庄内式奏 (28・ 29)・ 鉢 (30)の ほか土器の小片がごく少量出土 している (第21図 )。

0                  1 0Cm

第22図  S K14出 土遺物実測図

第21図  S K13出 土遺物実測図

S K14

第 2調査区の北部 (2b)で検出した。平面は楕円

形 を呈す る。規模 は検出部で、東西径 1.15m、 南北

1.36m、 深さ36cmを 測る。断面は逆台形を呈 し、暗灰青

色粘土混粗砂が堆積している。遺物は、庄内式甕 (31)

のほか土器の小片がごく少量出土している (第22図 )。
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o                  10cm

第23図  S K15出 土遺物実測図

S K15

第 2調査区の中央部 (4b)で検出した。東部は調

査 区外 に至 る。規模 は検 出部で、東西 1.8m、 南北

1.57m、 深さ30cmを測る。断面は逆台形を呈 し、暗灰

青色粘土混粗砂が堆積 している。遺物は、庄内式の重

(32)が 出土 している (第 23図 )。

S K16

第 2調査区の中央部 (4b)で検出した。平面は楕

円形 を呈する。規模 は検出部で、東西径0,88m、 南北径

0,8m、 深さ18cmを 測る。断面は逆台形を呈 し、暗灰青色

粘土混粗砂が堆積 している。遺物は、小型器台 (33)の ほ

か庄内式期の土器の小片がごく少量出土 している (第 24

図)。

S K17

第 2調査区の中央部 (5b)で検出した。東部は調査区

外に至る。規模は検出部で、東西1.8m、 南北3.7m、 深さ

15cmを 測る。断面は逆台形を呈 し、暗灰褐色粘質シル トが

堆積 している。遺物は、内部から庄内式期の土器をごく少

量出土 している。

S K18

0                  1 0cm

第24図  S K16出 土遺物実測図

0                 1ocm

第25図  S K18出 土遺物実測図

第 3調査区の北部 (la)で検出した。北東部は調査区

外に至る。規模は検出部で、東西 lm、 南北0.8m、 深 さ

40cmを 測る。断面は逆台形を呈 し、暗灰青色粘土混粗砂が堆積 している。遺物は、V様式の底

部 (34)の ほか庄内式期の土器の小片がごく少量出土 している (第 25図 )。

S K19

第 3調査区の北部 (3a)で 検出 した。東部は調査区外 に至 る。規模 は検出部で、東西

0。 7m、 南北1,26m、 深さ10cmを測る。断面は逆台形を呈 し、暗茶灰色細砂が堆積 している。

遺物は、庄内式期の土器をごく少量出土 している。

S K20

第 3調査区の北部 (3a)で 検出 した。西部は調査区外 に至 る。規模 は検出部で、東西

1.2m、 南北1.18m、 深さ20cmを 測る。断面は逆台形を呈 し、暗灰褐色砂質土が堆積 している

(第 26図 )。 遺物は、庄内式期の土器をごく少量出土 している。
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A'

7.00m 7.00m

1.暗反掲色砂質土

0

1.暗灰褐色粘質土

ヒ   lP

第27図  S K 21断面図

lm

―第26図  S K20断面図

S K21

第 3調査区の中央 (3a)で 検出 した。西部は調査区外 に至る。規模 は検出部で、東西

1.6m、 南北1.6m、 深 さ12cmを 測る。断面は逆台形 を呈 し、暗灰褐色粘質土が堆積 している

(第 27図 )。 遺物は、庄内式期の土器をごく少量出土 している。

S K22

第 3調査区の中央部 (3a・ 4a)で 検出した。西部は調査区外に至る。規模は検出部で、

東西0,6m、 南北 lm、 深さ10cmを測る。断面は逆台形を呈 し、暗灰褐色粘質土が堆積 してい

る。遺物は、庄内式期の土器をごく少量出土 している。

S K23

第 3調査区の中央部 (3a・ 4a)で 検出した。東部は調査区外に至る。規模は検出部で、

東西1.7m、 南北3.26m、 深 さ15cmを測る。断面は逆台形 を呈 し、暗灰褐色砂質土が堆積 して

いる。遺物は、庄内式期の土器をごく少量出土 している。

S K24

第 3調査区の中央部 (4a)で 検出した。東部は調査区外に至る。規模は検出部で、東西

0.6m、 南北0.6m、 深 さ13cmを 測る。断面は逆台形を呈 し、暗灰褐色砂質土が堆積 している。

遺物は、庄内式期の土器をごく少量出土 している。
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小穴 (SP)

SPl～ S P27

調査区外から27個 を検出した。平面の形状は円形のもの楕円形のもの不明のものがある。規

模は径14～ 32cmの小さいものと、径33～ 62cmの大きいものがあり、径の小さいものが多く検出

している。深さは10～ 20cmを 測 り、断面は逆台形である。堆積土は暗灰褐色砂質上である。

第 1表 小穴 (SP)一覧表

溝 (SD)

SDloSD2

第 3調査区中央で検出した。 SDlの 平面形状はL字形を呈 してお り、東部は調査区外に至

る。規模は検出部で、検出長東西0,8m、 南北1.8m、 幅30～ 40m、 深さ 5～ 10cmを 測る。 SD

2は東西方向に伸びるもので、東部は調査区外 に至る。規模は検出部で、検出長0.8m、 幅

30m、 深さ 8 cmを 波↓る (第 28図 )。

遺構に伴わない出土遺物

遺物は第 4層 と第 5層 内から出上 している。出土量はコンテナ箱にして約 2箱分である。時

期は弥生時代中期～古墳時代前期に至る遺物である。以下、図示できたものについて記す。弥

生時代中期の遺物は、第Ⅲ様式の壷 (36)、 弥生時代後期の遺物は、第 1調査区のSDloS

D2に 囲まれた砂層上面で出土 した第V様式の長頚壺 (37・ 38)・ 甕 (39～ 41)がある。古墳

時代前期の遺物には、庄内式甕 (42～ 49)・ 高杯 (50～ 52)。 鉢 (53)。 小型の鉢 (54)。 月ヽ

型壼 (55)がある (第 29図 )。

遺構番号 トレンチ番号 区 平面図 断面図 径 深 さ 雄 積 土

SPl 第 1調 査区 lb 円 形 逆凸形 暗青色砂質土

SP2 lC 楕円形 逆台形 14～ 18 8 暗青色砂質土

SP3 1 逆凸形 暗青色砂質土

SP4 lb 構円形 逆台形 30´ -44 暗青色砂質土

SP5 lC 円  形 逆台形 暗青色砂質土

SP6 2b 構円形 逆台形 58´ -73 13 暗青色砂質土

SP7 3b 円 形 逆台形 暗青色砂質土

SP8 3C 楕円形 逆台形 34´-50 暗青色砂質上

SP9 3b 円 形 逆台形 10 暗青色砂質土

S P10 3 逆台形 33´ -44 暗青色砂質土

SPH 4b 楕円形 逆台形 38´ -52 12 暗青色砂質土

S P12 逆台形 22～ 40 10 暗青色砂質土

5C 円 形 逆台形 暗青色砂質土

5C 楕円形 逆台形 28～ 38 暗灰青色粘土混組 F1/

6C 円 形 逆台形 暗青色砂質土

IC 楕円形 逆台形 29-32 暗青色砂質土

S P17 第 2調査区 2b 円  形 逆台形 11 暗灰褐色粘質シル ト

3b 円  形 逆台形 暗青色砂質土

S P19 3b 逆台形 13 暗茶灰色細砂

3b 円 形 逆台形 茶灰色細砂

3b 円 形 逆台形 12 暗青色砂質土

S P22 7b 円  形 逆台形 暗青色砂質土

S P23 第 3調査区 7b 逆台形 44～ 58 暗青色砂質土

S P24 2a 逆台形 13 暗青色砂質土

S P25 2a 逆台形 15 暗青色砂質土

S P26 3a 円 形 逆台形 15 暗青色砂質土

楕円形 逆台形 15 暗青色砂暫土
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第28図  SDl・ SD2断面図
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遺物番号
図版番号

器   種
径
高

口
器くｃｍｊ遁

形態・調整等の特徴 色   調 土 焼 成 備 考

1 甕

土師器

SX-1

口 径  147 体都から屈曲し、外上方へ外反して伸びる

口縁部、端部は上につまみ、外に凹面をもつ。
日縁部ヨコナデ、体部外面タタキ (5本 )

後ハケナデ (6本 )、 内面ヘラケズリ。

淡灰褐色 2 5mln以 下
の砂粒を多
量に合む。

(雲母・角

閃石・爾

良好 煤付着。
1/2残存

2 同上

SX-1

口 径 198 外上方へ外反して伸びる口縁部、端部は上

につまみ。
口縁部ヨコナデ

暗茶灰色 31m以下の

砂粒を多量
に含 む 。

(雲母・角

閃石・動

良好 1/7残存

3

訪饂　　坤

口 径 107 外上方へ外反して伸びる国縁部、端部は丸

く終わる。脚部は欠損。
内外面ヘラミガキ、内面放射状暗文。

淡茶灰色 2 5mm以 下
の砂粒を多
量に含む。

(雲母・角

閃石・嗣

良好 1/4残存

十三

同上

SX-2

径
高

径部

日
器

脚

杯部は半球形で、日縁端部は九く終わる。

脚部は短い柱状部から屈曲し、大きく外下方
へ開く裾部に至る。端部九く終わる。

外面ヘラミガキ、杯部内面磨耗の為不明、

脚部内面指ナデ後ハケナデ。

淡茶橙色 2 mm以下の

砂粒を多量
に含 む 。

(赤褐色酸

化光立・振多ED

良好 完形

器台
土師器

SX-2

脚部径  102 受部は欠損。脚部は下外方へ伸び、端部は

九く終わる。四方孔有り。

内面ヘラナデ、ナデ、外面調整不明。

淡炭茶色 25剛 以下
の砂粒を多
量に合む。

(雲母・角

閃石・長⊃

良好 1/2残存

鉢
土師器

SX-2

日 径 12 0 体部から屈曲し、上外方へ内湾気味に伸び

る日縁都、端部は丸く終わる。
口縁部内面ハケナデ、他はナデ。

淡灰茶色 l mm以下の

砂粒を多量

に含 む 。

(雲母・角

閃石・嗣

良好 1/4残 存

7

十 二

甕
土師器

SX-3

径

径

径大

ロ

ロ

最

楕円形の体部から屈曲し、上外方へ外反し

て伸びる国縁部、端部はつまみ上げる。底部
はやや尖りぎみ。
口縁部ヨコナデ、体部外面タタキ (8本 )

後ハケナデ (8本 )、 内面ヘラケズリ。

淡灰茶色 3 1nm以 下の

砂粒を多量

に含 む。

(雲母・角

閃石・爾

良好 完形

8 同上

SX-3

口 径 135 外上方へ外反気味に伸びる口縁部、端部は
つまみ上げる。

日縁部ヨコナデ、体部外面タタキ (6本)、

内面ヘラケズリ。

暗灰茶色 3 5mm以 下
の砂粒を多
量に含む。

(雲母・角

閃石・嗣

良好 1/6残存

9

十 三

鉢
土師器

SX-3

口 径 102
器 高 89

半球形の体部から屈曲し、上外方へ短く伸
びる国縁部、端部は九く終わる。

外面タタキ (4本)後ハケナデ (6本 )、

内面ヘラナデ。

暗灰褐色 2 mm以下の

砂粒を多量

に含 む。

(雲母・角

閃石・爾

良好 完形

十 二

霊
土師器

SE-1

口 径 146 体部から屈曲し、外上方へ外反して伸びる

国縁部、端部はつまみ上げる。
国縁部ヨコナデ、体部外面タタキ (6本 )

内面ヘラケズリ。

乳灰褐色 3 mn以下の

砂粒を多量

に合 む 。

(雲母 角

閃石・長⊃

良好 1/3残存

11 同上

SE-1

口 径 160 体部から屈曲し、上外方へ外反して伸びる

国縁部、端部はつまみ上げる。
国縁部外面ヨヨナデ、内面ハケナデ、体部

外面タタキ、内面ヘラケズリ。

淡灰茶色 2 mm以下の

砂粒を多量

に含 む 。

(雲母・角

閃石・闘

良好 1/7残存

第5章 第 4次調査 (S H88-4)

Ⅲ 出土遺物観察表
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遺物番号
図版番号

器 種 くｃｍ＞濾
口径
器高

形態・調整等の特徴 色 調 胎 土 焼  成 備 考

十 三

鉢
土師器

SE-1

口 径  110
器 高  72

半球形の杯部から屈曲し、上外方へ内湾気
味に伸びる口縁部、端部は丸く終わる。

口縁部ヨコナデ、体部ナデ。

内 淡灰茶
色

外 暗灰茶
色

2 mn以下 の

砂粒 を少 量

含む (雲母
。長石・ 石

英)。

良好 完形

土錐
土師器

SE-1

長 さ 74
径   22

管状形である。
外面ナデ。

暗灰色 l mln以 下の

砂粒を多量
含む (雲母
。長石・角
閃石)。

良好 完形

養
土師器

SK-4

口 径 14.8 外反して伸びる口縁誂、端部はつまみ上げ
る。
口縁部ヨコナデ、体部外面タタキ (5本 )

後ハケナデ (5本 )、 内面ナデ。

暗灰褐色 2 5nlu以 下
の砂粒を多
量含む (雲

母・長石・

角閃石)。

良好 1/6残存

十二

同上

SK-4

口 径 162 外反して伸びる日縁部、端部は丸く終わる。
日縁部ヨヨナデ、体都外面ハケナデ、内面

ヘラナデ。

淡茶灰色 3 mm以下の

砂粒を多量

合む (雲母
・長石・角
F(阿三・男Ξ」果0 。

良好 1/5残存

同上

SK-4

底 径  50 体部上位以上は欠損。突出する平底。
体部外面タタキ、内面剰離で不明。

内 乳灰茶
色

外 淡黒灰
色

3 mm以下の

砂粒を多量

含む (長石
・石英)。

良好 1/5残 存

ア

　

　

　

一
一

１

　

　

十

器台
土師器

SK-4

口 径  90 上外方へ伸びる受部、端部は少しつまむ。
受部と脚部間は貫通している。脚部は欠損。
外面ナデ、内面ヘラナデ。

乳茶灰色 4m■以下の

砂粒を多量
含む (長石
・雲母)。

良好 1/2残存

十 二

壷
土師器

SK-5

日 径 体部から屈曲し上外方へ伸びる口縁部、端
部は九く終わる。体部は久損。

国縁部ヨコナデ、体部外面ナデ、内面指ナ
デ 。

淡灰茶色 3 mm以下の

砂泣を少量

含む (長石
・角閃石・

雲母)。

良好 1/4残存

十三

同上

SK-5

口 径 18.2 体部から屈曲し外上方へ伸びる日縁部、端
部はつまみ上げる。体部は欠損。

口縁部外面ヨコナデ、内面ハケナデ後ヨコ

ナデ、体部外面タタキ、内面ヘラケズリ。

内 淡灰茶
色
暗茶褐
色

外

3 mm以下の

砂粒を少量
含む (長石
・角閃石・

雲母)。

良好 1/5残存

同上

SK-5

口 径 203 体部から屈曲し外上方へ伸びる日縁部、端
部はつまみ上げ、外に面をもつ。体部は欠損。

日縁部ヨコナデ、体部外面タタキ。

淡灰茶色 2 mn以下の

砂粒を少量

含む (長石
・角閃石・

雲母)。

良好 1/6残存

十三

鉢
土師器

SK-6

口 径 134
器 高 72

半球形の体部から屈曲し外上方へ内湾気味
に伸びる口縁部、端部は丸く終わる。
口縁部ヨコナデ、体部内面ヘラナデ、外面

ヘラケズリ。

淡灰茶色 4.5 mln以 下
の砂粒を少
量含む (長

石・雲動 。

良好 完形

土師器

SK-6

口 径 160 体部から屈曲し、上外方へ伸びる口縁部、
端部は丸く終わる。体部は欠損。

口縁部ま」離のため不明、体部内面ヘラナデ、
外面ナデ。

内 暗茶赤
色
暗茶赤
色～暗
灰色

外

5 mm以下の

砂粒を多量
含む (長石
・角閃石・

雲母)。

良好 1/6残 存

３
　
　
　
一二

２

　

　

十

長頚壷
弥生土器

SK-6

口 径  140 上方へ外反して伸びる口縁部、端部は外に
面をもつ。体部は欠損。

口縁部タト面ヘラミガキ、内面ヘラナデ。

淡黄橙色 5 mm以下の

砂粒を多量
に含む (長

石)。

良好 1/5残存
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第 5章 第 4次調査 (S H88-4)

遺物番号

図版番号
器 種

径
高

口
器⑪

鴻
形 態 ・ 調 整 等 の 特 徴 色 詞 土 焼  成 備 考

奏

弥生土器

SK-7

口 径 183 口縁部は上外方へ伸びる。端部は九く終わ

る。
口縁部ヨコナデ、体部外面タタキ。

淡灰茶色 351m以 下

の砂粒 を少

量含 む (長

石・雲動 。

良好 1/8残存

十三

器台
土師器

SK-12

口 径 105 受部は外上方へ伸びる。端部は九く終わる。

脚部は中実の中柱部から下外方へ開く裾部に

至る。端部は下につまみ出す。

受部外面ヘラミガキ、内面磨耗のため不明

脚部内面ナデ。

淡茶橙色 3 mm以下 の

砂粒 を多量

に含む (雲

母 。長石・

石英)。

R好 完形

同上

SK-12

口 径  94 受部は外上方へ伸びる。端部は上につまむ。

脚部は欠損。

外面ヘラケズリ後ヘラミガキ、内面ヘラミ

ガキ後放射状暗文。

乳仄茶色 2 mm以下の

砂粒を多量
に合む (雲

母 。長石・

角閃石)。

良 好 1/3残存

土師器

SK-13

口 径 200 口縁部は外上方へ伸びた後屈曲し、上外方
へ伸びる。端部は内側に面をもち、屈曲部外

面には稜がある。

淡茶掲色 2 mI以下の

砂粒を多量

に含む (雲

母・長石・

角閃石)。

良好 1/5残存

28 発
土師器

SK-13

口 径 162 体部から屈曲し、外上方へ伸びる口縁部、

端部は上につまみ。
日縁部ヨコナデ、体部外面タタキ、内面ヘ

ラケズリ。

内 淡茶掲

色

乳茶褐

色

外

4 mm以下の

砂粒を多量

に含む (雲

母・長石・

角関石)。

良好 1/5残存

29 同上

SK-13

口 径 162 体部から屈曲し、外上方へ伸びる口縁部、

端部は上につまみ。
日縁部内面ハケナデ、外面タタキ後ヨコナ

デ 。

褐灰色 2 mI以下の

砂粒を多量

に含む (雲

母 ,長石・

角閃石)。

良好 1/7残存
煤付着。

鉢
土師器

SK-13

口 径 380 半球形の体部から屈曲し、外上方へ伸びる

口縁部、端部は外に面をもつ。底部は欠損。

国縁都ヨヨナデ、体部外面タタキ後ナデ、

内面ナデ。

淡茶褐色 7 mH以下の

砂粒を多量

に含む (雲

母・長石・

角閃石)。

良好 1/3残存

養
土師器

SK-14

口 径 157 体部から屈曲し、外上方へ伸びる口縁部、

端部は上につまみ。
日縁部ヨコナデ、体部外面タタキ、内面ヘ

ラケズリ。

暗茶褐色 l mm以下の

砂粒 を多量

に含 む (雲

母・長石・

角閃石)。

良好 1/3残 存

土師器

SK-15

口 径 196 上外方へ外反する口縁部、端部は垂れ下が

り、外に面があり、竹管圧文が巡る。

外面ナデ、内面ヨコナデ。

淡茶灰色 3 mm以下の

砂粒 を多量

に含 む (雲

母 。長石・

角閃石)。

良好 1/6残 存

十 三

器台
土師器

SK-16

口 径 106
口 径 69

受部は外上方へ伸び、端部は九く終わる。

脚部は短い中柱部から外下方へ開く、端部は

下につまむ。受部と脚部は貫通している。

外面ヘラナデ、受部内面ヘラミガキ、脚都

内面ナデ。

淡茶灰色 4 mR以下の

砂粒 を多量

に含む (雲

母・長石・

角閃石)。

良好 完形

34 甕

弥生土器

SK-18

底 径 51 突出する平底。体部は欠損。

外面タタキ後ナデ、内面ヘラナデ。

淡茶灰色 4 mm以下の

砂粒 を多量

に含む (雲

母・長石・

角閃石)。

良好 1/5残 存
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遺物番号
図版番号

器 種
径
高

国
器ぐｃｍ，濾

形態・調整等の特徴 色 調 土 焼  成 備 考

十三

弥生土器

第5層

□ 径 250 口縁部上外方へ外反気味に伸び、端部は大
きく垂れ下がる。端面に刺突文。

外面簾状文・ヘラミガキ、内面ナデ。

肉

色

外

色

淡茶灰

淡灰茶

3 5nm以 下
の砂粒を多
量 に含 む

(角 閃石・

長石)。

良好 1/7残存

十 三

長頚壷

弥生土器

第4層

口 径 136
器 高 160
底 径 51

中位に最大径をもつ体部から上方へ外反し
て伸びる長い口縁部で、端部は九く終わる。
底部は突出するやや上げ底。

口縁部上位ヨヨナデ、口縁部下位・体部外
面ヘラミガキ、内面ナデ・指ナデ、内外面に
7条の接合痕がみられる。

淡茶灰色～

暗茶橙色

4 mm以下の

砂粒を多量
に含む (雲

母・角閃石
・長石)。

良好 完形

十 三

同上

第4層

ロ 径 13 2 口縁都は上方へ外反気味に長く伸びた後口

縁端部付近で外反する。端部は外に面をもつ。

大部は欠損。
口縁端部付近ヨコナデ、外面ヘラミガキ、

内面ヘラナデ。

淡灰黄色 1 5mm以 下
の砂粒を多
量 に含 む

(雲母・角
踊  鋤  。

良好 1/4残存

弥生土器

第4層

底 径 42 突出するやや上げ底。体部上位は欠損。

外面ナデ、内面ヘラナデ。

暗黒灰色 2 mm以下の

砂粒を多量
に合む (雲

母・角閃石
・長石)。

良好 底部のみ残

存

39 同上

第 4層

底 径 48 突出する平底。体都上位は欠損。

内外面ナデ。

内 暗黒灰

色

外 乳灰色

4 mm以下の

砂粒を多量

に含む (雲

母・角閃石
・長石)。

良好 底部のみ残
存

同上

第 4層

底 径 40 突出する平底。体部上位は欠損。

内外面ナデ。

内

色

外

色

暗灰褐

淡茶灰

4 mn以下の

砂粒を多量

に含む (雲

母・角閃石
・長石)。

良好 底部のみ残
存

奏
土師器

第4層

径
高

径大

国
器

最

やや上位に最大径をもつ楕円形の体部から

屈曲し、上外方へ伸びる日縁部に至る。端部
は外に面をもつ。底部は九底。
口縁部ヨコナデ、体郡外面タタキ後ハケナ

デ、内面ヘラナデ・指ナデ。

暗茶褐色 6 nm以下の

砂粒を多量
に含む (雲

母・角閃石
・長石)。

良好 完形

同上

第 4層

口 径 口縁郡は外上方へ伸びる。端部は外に面を

もつ。体部以下は欠損。
日縁部ヨコナデ、体部内面ヘラケズリ。

淡茶灰色 5 mln以 下の

砂粒を多量

に含む (雲

母・角閃石
。長石)。

良好 1/4残存

同上

第 4層

口 径 166 口縁部は外上方へ伸びる。端部は九く終わ

る。体部以下は欠損。
日縁部ヨコナデ、体部内面ヘラケズリ。

淡灰茶色 3 mm以下の

砂粒を多量

に含む (雲

母・角閃石

長石)。

良好 1/4残存

同上

第4層

口 径 180 口縁部は外上方へ伸びる。端部はつまみ上

げる。体部以下は欠損。
国縁部ヨコナデ、体部内面ヘラケズリ。

暗茶灰色 3nm以下の

砂粒を多量
に合む (雲

母・角閑石
・長石)。

良好 1/4残存

同上

第4層

口 径 128 口縁部はタト上方へ伸びる。端部はつまみ出

す。体部以下は欠損。
口縁部外面ヨコナデ、内面ハケナデ後ヨコ

ナデ、体部外面タタキ、内面ヘラケズリ。

乳灰茶色 3 nm以下の

砂粒を多量
に含む (雲

母・角閃石
・長石)。

良好 1/4残存
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第 5章 第 4次調査 (S H88-4)

遺物番号
図版番号

器    種 ぐｃｍ，遅
日径
器高

形態・調整等の特徴 色 調 胎 土 焼  成 備 考

甕

土師器

第 4層

日 径  174 体部から屈曲し、外上方へ伸びる国縁部、
端部はつまみ上げる。体部は欠損。

口縁部ヨコナデ、体部外面タタキ、内面ヘ

ラケズリ。

淡灰茶色 4 mm以下の

砂粒 を少量

合 む (角 閃

石・雲母・

長石)。

良好 1/4残存

同上

第4層

口 径 156 体部から屈曲し、外上方へ伸びる口縁部、
端部はつまみ上げる。体部は欠損。

口縁部ヨコナデ。

淡灰茶色 4 mm以 下の

砂粒 を少量

含 む (角 閃

石・雲母・

長石)。

良 好 1/4残存

同上

第4層

口 径 体部から屈曲し、外上方へ伸びる口縁部、
端部はつまみ上げる。体部は欠損。

日縁部ヨヨナデ。

淡灰茶色 4 mln以 下の

砂粒 を少量

含 む (角 閃

石・雲母・

長石)。

良好 1/4残存

高杯
土師器

第4層

口 径 140 上外方へ伸びる杯体部から口縁部、端部は

丸く終わる。脚部は欠損。
杯部内外面ナデ。

淡灰茶色 4 mH以下の

砂粒を少量

含む (角 閃

石・雲母・

長石)。

良好 1/4残存

同上

第4層

底 径 脚部は下外方へ伸びる柱状部から、斜下方
へ伸びる裾部に至る。端部は九く終わる。杯
部は欠損。
注状部外面ヘラミガキ、裾部外面ヘラナデ、

内面ハケナデ。

淡灰茶色 4 mm以 下の

砂粒 を少量

含 む (角 閃

石・雲母・

長石)。

良好 1/4残存

同上

第4層

底 径 64 脚部は下外方へ外反して伸びる柱状部から
裾部に至る。端部は九く終わる。杯部は欠損。
脚部外面ヘラミガキ、内面指ナデ。

淡灰茶色 4 mm以下の

砂粒 を少量

含む (角 閃

石・雲母・

長石)。

良好 1/4残存

同上

第4層

口 径 220 上外方へ伸びる杯体部から口縁部、端部は

九く終わる。
´
脚部は久損。

杯都外面ハケナデ、内面ナデ。

淡灰茶色 4 mm以下の

砂粒 を少量

含 む (角 閃

石・雲母・

長石)。

良好 1/4残存

十三

銚
土師器

第4層

径

径

ロ

ロ

半球形の体部で、口縁端部は九く終わる。
底部は突出する平底。

外面ヘラナデ、内面ナデ。

内 淡灰茶
色

淡灰茶
色

外

4 mm以下の

砂粒 を少量

含む (角 閃

石・雲母・

長石)。

良 好 1/2残存

同上

第4層

径

径

口

口

やや変形した半球形で、端部は九く終わる。
内外面指ナデで、接合痕が残る。

乳灰茶色 4 mm以下の

砂粒 を少量

含む (角 閃

石・雲母・

長石)。

良 好 完形

同上

第4層

回 径 10 2 体部から屈曲し上外方へ伸びる国縁部、端
部は九く終わる。

日縁部ヨヨナデ、体部外面ナデ、内面ヘラ
ケズリ。

淡茶灰色 4 mm以 下の

砂粒 を少量

含 む (角 閃

石・雲い

長石)。

良好 1/5残存
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Ⅳ まとめ

各直の調査では、古壇時代前期|のと内式古相と薪相の1置構・造物を1検出.した.。 遺構Ⅲ調査区

南部で1方形周濡墓、調査区北部で井戸・小―穴なかか諄鞘さ―れており、擁接した既往調査の結果

と総合すると、注内式古相の1時期では調査区の南蔀が墓域で、北部が居住裁であったが、崖内
|

式新相一布留式首相9時期になると1熟成が北部にまで及ぶようになり、居住域が東郡に移動し

ていることが窺―える。また、同一遺構面上で弥
―
垂時代後期に比定される.長頚蓋が出土しており、

この時期の遺構が付近に存在していた可能性が喬ヤ境
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Ⅶ    国



図
版

一

第 1調査区全景 (北 から)

第 2調査区全景 (北 から)



第 3調査区全景 (北 から)

第 2調査区 5b～ 7b区 (南 から)



第 2調査区 5b～ 7b区 (北 から)

第 2調査区 SXl(西 から)



第 2調査区 SX2(西 から)

第 2調査区 SEl ・ S K13(東 から)



第 2調査区 SEl o SK13(東 から)

第 2調査区 S K15(西 から)



第 2調査区 S K17(東 から)

第 2調査区 S K18(東 から)



図
版
七

第 3調査区  SDl ,S P27(西 から)

第 3調査区 5a区 (北西から)



第 3調査区 SX3(南 西から)

第 3調査区 SX3(東 から)



第 3調査区 SX3(東 から)

第 3調査区 SX3(北 から)
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第 3調査区 SX3(北 から)

第 3調査区 S K22(東 から)



第 3調査区 S K23(西から)
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第 6章 第 6次調査報告 (S H90-6)発掘調査報告



例

1.本書は、八尾市南本町 4丁 目24で実施した共同住宅建設に伴う発掘調査の報告である。

1.本書で報告する成法寺遺跡第 6次調査 (S H90-6)の 発掘調査業務は、財団法人八尾

市文化財調査研究会が大石友三郎氏委託を受けて実施したものである。

1.現地調査は平成 2年 2月 20日 から3月 3日 にかけて、原田昌則を担当者として実施した。

調査面積は168m2で ぁる。なお、調査においては岡田聖―・北尾光男・正木洋二 。人元聡

志が参加 した。

内業整理は、現地調査終了後実施し、平成 3年 3月 31日 に完了した。

本書作成に関わる業務は、遺物実測一別所秀高・真柄竜、図面レイアウトー原田、図面

トレースー中西隆子、遺物撮影―原田が行った。

本書の執筆および編集は原田が行つた。
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I は  じ め

第 6章 第 6次調査報告(S H90-6)

|こ

平成元年11月 25日 、大石友三郎氏から八尾市南本町 4丁 目24で共同住宅を建設する旨の届出

書が入尾市教育委員会文化財室に提出された。人尾市教育委員会文化財室では、当該地が成法

寺遺跡範囲の東部に当ることから、遺構および遺物包含層の有無を確認するため、平成元年12

月 8日 に試掘調査を実施 した。その結果、地表下0.5mま でに弥生時代 。古墳時代 。中世の土

器を含む遺物包含層の存在を確認 した。この試掘結果から、人尾市教育委員会文化財室では文

化財保護法に基づき発掘調査が必要であると判断し、事業者へその旨を通知した。

発掘調査にあたつては、事業者 。人尾市教育委員会 。 (財)八尾市文化財調査研究会の三者

間で協議を行い、当調査研究会が事業者から委託を受けて実施することが決定された。現地で

の発掘調査は、平成 2年 2月 20日 から3月 3日 までの11日 間にわたつて実施 した。調査面積は

168m2で ぁる。内業整理および本書作成業務は、調査終了後平成 3年 8月 31日 まで随時実施 し

た。

第 1図 調査区設定図および地区割図

‰



Ⅱ 調

1.調査方法と経過

共同住宅の建築予定地に東西 8m、 南北21mの 調査区を設定した。掘削に際しては、人尾市

教育委員会文化財室の試掘結果に基づいて、現地表下0,4mま での土層は重機により排除し、

以下0.2m前 後については人力掘削を実施 して、試掘調査で確認された弥生時代～中世の遺物

包含層と遺構の関係を追求した。その結果、現地表0.5m前 後 (標高8,9m)に 存在する第 4層

および第 5層上面で室町時代中期に比定される土坑 3基 (SK-1～ SK-3)、 溝 3条 (S

D-1～ SD-3)、 月ヽ穴15個 (SP-1～ SP-15)を 検出した。

調査区の地区割については、調査区の中央部を通る南北ラインを任意に設定した。東西ライ

ンは南北ラインに直交させ、調査区を東西にほぼ三分するように設定した。一区割の単位は

5m四方で、東西方向は西からA・ B、 南北方向は北から1～ 5で表 した。各地区の表示には、

東西軸と南北軸の組み合せで、 lA区～5B区 と呼称した。

2.基本層序

ここでは普遍的に存在した土層 5層 を基本層序とした。以下、各層を概説する。

第 1層 :耕土。暗灰色砂質土。層厚0.lm前 後を測る。地表面の標高は9。 4m前後である。

第 2層 :仄色砂質土。層厚0.15～ 0.3m。 南部に行 くに従って層厚が漸増している。鎌倉時代

末期以降に比定される遺物が少量含まれている。

第 3層 :灰茶色砂質土。層厚0。 1～ 0.3m。 北から南に向かってゆるやかに傾斜するもので、北

部 と南部の比高差は0.3mを 測る。鎌倉時代末期以降に比定される遺物が少量含まれ

ている。

第 4層 :茶褐色シルト。層厚0.1～ 0.2m。 調査区の南部では欠如 している。この土層上面が遺

構構築のベース面である。

第 5層 :淡灰色の色調で土質には細砂～粗砂がある。層厚は0.2m以 上である。調査区の南部

では、この土層上面が遺構構築のベース面である。弥生時代後期に比定される遺物を

含むが、量は微量である。

3.検出遺構 。出土遺物

調査の結果、現地表下0.5m前 後 (標高8,9m)付近に存在する第 4層 および第 5層 上面で、

鎌倉時代末期から室町時代中期に比定される土抗 3基 (SK-1～ SK-3)、 溝 3条 (SD

-1～ SD-3)、 小穴15個 (SP-1～ SP-15)を検出した。出土遺物は各遺構のほか、

第 2層・第 3層 からコンテナ箱に4箱程度出土したが、大半が小破片で完形のものは極少量で

ある。

―-86-―
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以下、検出遺構および出土遺物について概要を記す。なお、出土遺物の形態については一部

本文中でふれるが、個々の法量・調整等の詳細についてはⅢ出土遺物観察表を参照されたい。

土坑 (SK)

SK-1

調査区の北西部で検出した。溝状を呈するもので、検出部で南北幅6.6m。 東西幅1.5mで 、

深さは北部で0.5m、 南部で0.25mを 測る。内部堆積土層は北部では上層から第 1層淡灰褐色

砂質土 。第 2層淡茶褐色砂質土 。第 3層暗灰褐色砂質土・第 4層赤茶褐色粗砂で、南部では上

層から第 1層 淡灰褐色砂質土 。第 5層淡赤茶色粗砂・第 9層淡灰茶色砂質土である。

遺物は主に第 1層淡灰褐色砂質土から出土した。出土遺物の内訳は土師器小皿441・ 土釜 5、

須恵器甕43・ 鉢 4、 瓦器椀327・ 小皿 1・ 土釜 1・ 足釜 2、 青磁碗 5、 屋瓦 8であるが、大半

ヤ

~2

~3

汗下 =(

X15マワ

第 3図  SK-1出 土遺物実測図
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1.淡灰褐色砂質土

2.淡茶褐色砂質土

3.暗灰褐色砂質上

4.赤茶褐色粗砂

淡赤茶色粗砂

淡灰色粗砂

明赤茶色砂質土

明茶灰色粗砂

A
9.00m

― B'

Ｂ

一
９
．

００ｍ

5.

6.

7.

8.

C
9,00m

2m

第 4図  SK-1平 断面図

が小破片であった。そのうち図示できたものは16点 (1～16)で ある。

土師器小皿 (1～ 6)は ほぼ水平な底部から斜上方に立ち上がるもの (1～ 5)と 、体部が

上外方へ伸びた後、角度を斜上方へ変えるもの (6)がある。瓦器椀は 5点 (8～ 12)を 図示

したが、他の資料も含めてすべて和泉型であった。すべて浅い椀形を呈するもので、形骸化 し

9.淡灰茶色砂質土
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た高台を有する (8～ 10)と 高台が消滅 したもの (11。 12)がある。見込みのヘラミガキは一

本線による渦巻状である。前者が入尾市域編年のⅣ-2、 後者がV-1に 当る。 (7)は瓦器

小皿で体部がやや外反気味に斜上方へ伸びる。 (13)は 龍泉窯系の青磁碗で、体部外面に鏑蓮

弁文が施されている。 (14・ 15)は 土師器土釜で、 (14)は 口縁部が内湾気味に立ち上がるもの

で、日縁端部は内傾する面を持つ。 (15)1ま 「く」の字状に屈曲する日縁部を有するもので、

日縁端部は内側に肥厚 している。 (14)は 菅原分類による大和 12型 aに 当たり、15世紀後半に

比定されている。 (16)|よ 東播系の須恵器 こね鉢である。遺物の特徴から土坑の廃絶時期は、

一部の爽雑物を除けば14世紀後半から15世紀初頭の一時期に推定される。

SK-2

調査区の西部で検出した。南北方向に

長い楕円形を呈するもので、東西幅1,8m

・南北幅1.95m。 深さ1.5mを 測る。断

面の形状は逆台形を呈する。内部堆積土

層は上層から第 1層 茶灰色砂質土 。第 2

層淡灰褐色砂質土・第 3層灰褐色粗砂混

じり粘質土 。第 4層赤褐色粗砂である。

遺物は第 1層 ・第 2層・第 3層から出

土 した。出土遺物の内訳は土師器小皿

193・ 土釜 1、 瓦器枕 104・ 甕 1・ 土釜

7・ 鉢30、 磁器碗 9、 屋瓦20であるが大

半が小破片であった。 8.50m

そのうち図示できたものは 9点 (17・  1.
19～ 23・ 25～ 27)で ある。鉢には瓦器質 2.

3.

招鉢 (17・ 19・ 20)と 須 恵質 こね鉢 4.

(21)がある。瓦器質招鉢 3点 は共に口

茶灰色砂質土

淡灰褐色砂質土

灰褐色粗砂混じり粘質土

赤茶掲色粗砂

0            1m

第 5図  SK-2平 断面図

縁部が逆「く」の字に屈曲するものである。須恵器招鉢 (21)は 日縁部が内傾する面を持つも

ので、内面にやや太めの招 目が施されている。土釜には土師質の (22。 23・ 26)瓦 器質の

(25)がある。土師器土釜は小型の (22・ 23)と やや大型の (26)がある。いずれも底部が欠

損するもので、ほぼ水平に貼 り付けられた鍔から口縁部が内傾して立ち上がるもので、日頸部

外面に三段の段を有する (22・ 23)と 二段の (26)がある。 (25)|ま 瓦器質の土釜で、日頸都

外面に二条の沈線が廻る。 (27)は 瓦当面に対 して左部分が遺存する連珠文軒平瓦で、二本の

圏線間に小粒で隆起の大きい珠文を配するもので、珠文が 5個遺存していた。

―-90-―
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第 6図 SK-2・ SK-3出 土遺物実測図

き重m  悟

0                 10Cm
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遺物の特徴から土坑の廃絶時期は14世紀後半に比定されよう。

SK-3

調査区の南端で検出 した。南部は調査区外 に至るため全容は不明である。検出部で東西幅

ユ.5m。 南北幅1.8m・ 深さ0.6mを 測る。内部堆積土は灰色砂質土である。

出土遺物の内訳は土師器小皿 50、 瓦器椀 25。 土釜 4・ 鉢 1で あるが、大半が小破片であった。

そのうち図示できたものは 2点 (18。 24)である。瓦器招鉢 (18)は 口縁部が逆「 く」の字を

呈するもので、体部内面には櫛状工具による招目が施 されている。 (24)は 瓦器土釜で回頸部

の外面に三段の段を有する。

溝 (SD)

SD-1

調査区の北部で検出した。東西方向に伸びるもので東部はSD-2と 合流 している。検出部

で長さ6.4m・ 幅2.Om・ 深さ0,3mを 測る。内部堆積土は第 1層 茶灰褐色砂混 じり砂質土 。第

2層褐灰色粗砂混砂質上である。

遺物は土師器鉢 1・ 高杯 1・ 小皿23・ 土釜 1、 瓦器椀 2が出土 したが、大半が小破片で図示

できたものはない。

SD-1

1.茶反褐色粗砂混じり砂質土

2.掲灰色粗砂混じり砂質土

8.50m

8.50m

o            lm

l.淡茶色粗砂混 じり砂質土

2.茶褐色砂質土

3.淡灰掲色粗砂混じり砂質土

4.淡灰褐色粘質土

51灰褐色砂礫混じり粘質土

6.茶灰色粗砂土

7.茶責灰色礫混 じり粗砂

8,褐灰色礫混じり粘質土

9.灰掲色礫混じり粘質土

SD-2断 面図第 7図  SD-1
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SD-2

調査区の東部で検出した。南北方向に伸びるもので、北端はSD-1と 合流している。検出

部で長さ21m。 幅1.6～ 1.8m・ 深さ0。 4m～ 0,7mを測る。断面の形状は逆台形を呈する。

遺物は各層からコンテナ箱に半分程度出土した。出土遺物の内訳は土師器奏 2・ 高杯 3・ 小

皿312・ 土釜 4・ 鉢 2、 須恵器重 1・ 杯身 1、 瓦器椀50・ 甕 2・ 足釜 1・ 屋瓦 6点であるが、

大半が小破片であった。そのうち図示できたものは 9点 (28・ 29!32・ 34・ 37・ 40,43・ 45。

46)で ある。 (28。 29・ 32)は 土師器小皿である。 (28)は水平な底部から外反気味に立ち上が

った後、角度を斜上方に変えるもので、体部中位に指頭圧痕が遺存 している。 (29)1よ 日縁部

が上外方に立ち上がる。 (32)は底部と体部の境に明瞭な段を有する。(34)は 土師器中皿で口

縁部が斜上方へ直線的に立ち上がる。 (40)は土師器招鉢で流し口を有する。(43)は 土師器土

釜で、日頸部は内傾 して立ち上が り外面に三段の段を有する。鍔は水平方向よりやや上方に貼

り付けられており、鍔以下には煤が付着 している。 (45)は 平瓦で、凹面に細かい布日、凸面

に隆線で構成される叩きが縦位に施されている。 (46)は 九瓦で玉縁を有する。

遺物の特徴から溝の廃絶時期は14世紀後半から15世紀初頭の一時期に比定されよう。

SD-3

調査地の中央部で検出した。南北方向に伸びるもので、南西部はSK-2に 切られている。

長さ2.5m。 幅0,55m・ 深さ0.15mを 測る。内部堆積土は上層から淡褐灰色砂質土 。淡灰茶色

砂質土である。遺物は主に下層から出土した。出土遺物の内訳は土師器小皿33・ 土釜 1・ 須恵

器甕 1、 黒色土器椀 1、 瓦器椀23、 屋瓦 1が出土したが、大半が小破片であつた。そのうち図

示できたものは 1点 (42)で ある。 (42)|よ 土師器土釜で口顕部で内傾 して立ち上がった後、

日縁部付近で大きく外反するもので、日縁端部は内側に折 り返されて肥厚気味に終わる。鍔は

断面の形状が三角形を呈する。色調はにぶい褐色で、胎土には精良な粘土を使用する。菅原分

類の大和B2型 dに 当たるもので、14世紀後半に比定されている。

小穴 (SP)

総数で15個 (SP-1～ SP-15)を 検出した。平面の形状で区別すれば、円形 4個・楕円

形 8個・方形 2個 。不定形 1個で、上面幅0.2～ 0.85m。 深さ0。 1～ 0,7mを 測る。

遺物はSP-2・ SP-11を 除く各小穴から土師器―小皿・土釜、須恵器鉢、瓦器―椀・小

皿・土釜、陶器、白磁等の小破片が少量出土した。そのうち図示できたものは、SP-13の須

恵器こね鉢 (41)と SP-15の 上師器小皿 (30・ 31)。 中皿 (33)。 土釜 (44)、 瓦器小皿

(35・ 36)。 椀 (38・ 39)である。 (41)は 東播系の須恵器こね鉢で口縁部が逆「く」の字を

呈する。土師器小皿 (30・ 31)は 水平な底部から回縁部が斜上方へ立ち上がる (30)と 上外方

へ立ち上がる (31)がある。 (33)は 土師器中皿で、水平な底部から口縁部が内湾気味に立ち
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第 8図  SD-2・ SD-3。 SP-13,SP-15出土遺物実測図

上がる。瓦器小皿 (35。 36)は水平な底部から口縁部が斜上方へ立ち上がるもの (35)と 丸味

のある底部から内湾気味に立ち上がる (36)がある。瓦器椀 (38。 39)は 、ともに底部のみが

遺存するもので、形骸化した高台が付 く。見込みに平行線状ヘラミガキが施されている。 (44)

は土師器土釜で水平方向に伸びる鍔が付 く。日縁部は「く」の字に屈曲している。
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Ⅲ 出土遺物観察表

SK-1

遺物番号
図版番号

器   種
径

高
口
器ｍ

進
形態・調整等の特徴 色    調 土 焼  成

を

況存

備

遺

I 土師器

小 皿

71

12

手づくね成形。日縁部内外面ヨコナデ。底

部内面ナデ。底部外面弱いナデ。

浅黄橙色 密 良好 1ノ/6

2

五

土師器

小 皿

74

13

手づくね成形。日縁部内外面ヨヨナデ。
イ

部内面ナデ。底部外面弱いナデ。

底 灰 白色 客 良好 1/2

３
　
五

土師器

小 皿

77

1,1

手づくね成形。日縁部内外面ヨコナデ。底

部内面ナデ。底部外面弱いナデ。

仄白色 密 良好 1/4

４
　
五

土師器

小 皿

81

1.4

手づくね成形。日縁部内外面ヨヨナデ。底

部内面ナデ。底部外面未調整。

にぶい

黄橙色

密 良好 Iン/3

5

五

土師器

小 皿

86

1.4

手づくね成形。日縁部内外面ヨコナデ。底

部内面ナデ。底部外面指頭圧痕遺存。

浅責色 密 良好 1/4

6 土師器

中 皿

103

1.9

手づくね成形。日縁部内外画ヨコナデ。底

部内面ナデ。底部外面弱いナデ。

にぶい

黄橙色

密 良好 1ッ/4

7 器
　
皿

瓦

小

74

12

手づくね成形。口縁部内外面ヨコナデ。底

部内外面ナデ。

灰色 径 良好 1ノ/6

8 瓦器

(椀

114

27

口縁部外面ヨヨナデ。体部内外面ナデ。高

台は一周せず部分的に切れる部分がある。内

面に渦巻状ヘラミガキ。

灰 色 やや狙
l mm大の長
石を散見す
る

良女r 1/6

9 瓦器

椀

11 2

26

日縁部内外面ヨヨナデ。体部内面ナデ。体

部外面指頭圧成形後、弱いナデ。内面に渦巻

状ヘラミガキ。

淡灰色 密 良次「 1/4

瓦器

椀

108

24

日縁部内外面ヨコナデ。体部内面ナデ。体

部外面指頭圧成形後、弱いナデ。内面体部に

ヘラ先による圧痕遺存。内面に渦巻状ヘラミ

ガキ。

淡灰色 やや粗 良次r 1/3

11

五

瓦器

椀

110

28

口縁部外面ヨコナデ。体部内面ナデ。体部

外面弱いナデ。内面に渦巻状ヘラミガキ。

淡灰色 やや粗 良攻r 1/3

12

五

瓦器

椀

115

26

口縁部外面ヨコナデ。体部内外面ナデ。内

面に渦巻状ヘラミガキ。

灰白色～灰

色

やや粗 史lF クト山Fに 重ね

焼痕

1/3
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遺物番号
lX版番号

器 極
径
高

日
器ぐｃｍ，進

形態 。調 整 等 の 特 徴 色 調 土 焼  成
備   考
遺 存 状 況

説
碗

13 7 ロクロ成形。体部外面鏑蓮弁文を施す。釉

には光沢がありやや厚目に施釉されている。

全体に粗い貫入が入る。

オ リーブ灰

色

緻 密 堅級 龍泉窯系

口縁部
1/6

14

五

土師器

甕

184 マキアゲ成形。日縁部内外面ヨコナデ。体

部内外面ナデ。

灰白色 衝 史好 外面煤付着
1/6

‐５

五

土師器

甕

20 1 マキアゲ成形。口縁部内外lEヨ コナデ。体

部内タト面ナデ。

灰 白色 やや粗

05～ l mm

程度の長石、

クサリ礫を

含む

良好 外面媒付着
1/6

‐６

五

須恵器

こね鉢

39 2 マキアゲ・ミズビキ成形。日縁部内外面ヨ

ヨナデ。体部上位内外面回転ナデ。体部中位

以下の内タト面ナデ。

淡青灰色 やや粗 堅緻 体部内面炭

化物付着
1/6

SK-2

遺物番号
lXl版 番号

器 種
径
高

国
器くｃｍ，漣

形態 。調整等の特徴 色 詞 土 焼 成
備   考
遺 存 状 況

‐７

五

瓦器

挿鉢

27 5 マキアゲ成形。日縁部内外面ヨコナデ。体
部外面ヘラケズリ。体部内面上位ハケナデ、
他はナデ。体部内面に櫛状工具による橋目を

施す。

淡灰色 ～灰

色

やや粗
l mm大の長
石を多量に
含む

良好 1/6

瓦器

橋鉢

344 マキアゲ成形。日縁部内外面ヨコナデ。体
部外面ヘラナデの後、弱いナデ。体部内面ナ
デ。

淡灰色 やや粗
01～ l mm

大の長石を

多量に合む

良好 1/8

２〇

五

器

鉢

瓦

鷹

27 6 マキアゲ成形。口縁部内外面ヨヨナデ。体
部外面ヘラナデ。体部内面ナデ。体部内面16

本/3 3cmを一単位とする櫛状工具による橋
日を施す。

外面
乳仄色
内面
淡灰色

密 良好 1/6

須恵器

襦鉢

34 マキアゲ・ミズどキ成形。日縁部内外面ヨ
ヨナデ。体部外面ナデ、内面回転ナデ。体部
内面箱状工具による橘日を施す。

淡灰色 やや粗

0 5mm大 の

長石 を少量

含 む。

堅緻 ] /12

２２

五

器

釜

21 5 マキアゲ成形。口頚部内外面ヨコナデ。体
部外面ヘラケズリ。体部内面ナデ。

乳灰色 やや粗 良好 鍔部以下煤
付着
1ノ/6

２３

六

L師器
Iと 釜

18 5

鍔径257

マキアゲ成形。日頚部内外面ヨヨナデ。体
部内外面ナデ。

浅黄栓 密 良好 鍔部以下煤
付着
1/4

２５

六

器

釜

寛

土

鍔径338

マキアゲ成形。国頚部外面ヨヨナデ。
部内面左下りのハケナデの後ヨコナデ。
外面ヘラケズリ、内面ヨコナデ。

頚
部

口
体

淡灰茶色 やや粗 良好 1/6

２Ｇ

六

こと日市堀思

土  釜

26 0 マキアゲ成形。日頚部外面ヨコナデ。口頚
部内面左下りのハケナデ。体都外面横位のヘ

ラケズリ、内面はヨコナデ。

にぶい橙色
～黒色

やや粗
0 1mm大 の

砂粒を多量
に含む。

良好 体部外面煤

付着
1/6

２７

六
軒平瓦

申高35

瓦当面に対して左部分が遺存。顎は段顎で

ある。外縁は上外縁が下外縁に比して幅拡で

低位置にINlく 。現状で二本の圏線間に小粒で

隆起の大きい珠文が5個遺存している。

淡灰色 やや粗
01～ 0 5mm

大の長石を

多量に含む。

良好 1/2
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SK-3

遺物番号
図版番号

器   種 くｃｍナ進
口径
器高

形態 。調整等の特徴 色    調 土 焼  成
考

況存

備

遺

‐８

六

器
鉢

瓦
播

31 5 マキアゲ成形。国縁部内外面ヨヨナデ。体

部外面ナデ、内面右下りのハケナデ。体部内

面節状工具による信目(― 単位は不明)。

淡灰色 やや粗
l mm大の長

石・石英を

含む

良好 1/8

留

六

瓦器

土釜

22 1

鍔径281

マキアゲ成形。口頚部外面および鍔部内外

面ヨヨナデ。日頚部内面横位のハケナデ。体
部外面ヘラケズリ。

淡灰色 やや粗 良好 鍔裏ni以 ト

煤何岩
1/4

SD-2

遺物番号
図版番号

器    種
径
高

口
器ｍ

進
形態 。調整等の特徴 色 調 胎 土 焼  成

考

況存

備

遺

２８

六

土師器

小 皿
79
1 5

手づくね成形。口縁部内外面ヨヨナデJ体
部外面指頭圧痕遺存。底部内外面ナデ。

茶灰色 密 良好 内面および
「

1カ芙帝トタト1角 F

煤何病
1/2

２９

六

土師器
小 皿

77
15

手づくね成形。口縁部内外面ヨコナデ。底

部内外面ナデ。

浅責橙色 密 良好 1/2以 |

32 土師器

小 皿
・
４

６

Ю

ｉ

手づくね成形。口縁部内外面ヨコナデ。底

部ナデ。

浅黄橙色 密 良好 1ッ/4

３４

太

土師器

中 皿

13 0

2.2

手づくね成形。口縁部内外面ヨヨナデ。底

部内面ナデ。底部外面弱いナデ。

i完 黄橙色 密 良好 1/2

３７
七

瑞
椀

・
８

８

１１

２

．

口縁部内外面ヨコナデ。体部外面弱いナデ。

体部内面ナデ。高台部ナデ。体部内面渦巻状
ヘラミガキ。

灰白色～灰

色

やや粗 良好 1/2

器

鉢

師土

信

27 6 マキアゲ成形。日縁部内外面ヨヨナデ、他
はナデ。

淡茶色 やや祖 良好 1/4

器

釜

師土

土

25 0

鍔径312

マキアゲ成形。日頚都および鍔部ヨヨナデ。

他はナデ。

灰 色 やや粗 良次F 1/8

平 瓦

七

四面細い布日遺存。凸面は隆線で構成され

る叩きを縦位に施す。表面に離れ砂が遺存。

乳灰色 やや粗 良好

九 瓦

七

玉縁を有する九瓦。凹面は未調整。凸面は

ナデ。

i炎茶灰色 やや粗
01～ 1瞼 m

大の長石・

石央を含む

史lF

SD-3

遺物番号
図版香号

器   種 ｍ
漣

口径

器高
形態・調整等の特徴 色 調 胎 11 焼  成

を

況存

備

選

４２

七

土師器
土 釜

23.0

鍔径255

マキアゲ成形。日頚部および鍔部ヨコナデ。

体部内面ナデ。

にパい掲色 密 良次F 入和考1

1/6
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SP-13

遺物番号
図版番号

器 種
(cl) 口径
法量  器高

形態・調整等の特徴 色 調 胎 土 焼 成
備   考
遺 存 状 況

４‐

七

器

鉢

恵

ね

須

こ

30.2 マキアゲ、ミズビキ成形。日縁部内クト面ヨ
ヨナデ。体部内クト面回転ナデ。

灰色～黒灰
色

やや粗 堅緻 口縁部外面

重ね焼痕

東播系
1//6

SP-15

遺物番号
図版番号

器 種 ⑪
濾

口径
器高

形態・調整等の特徴 色 調 胎 土 焼  成
備   考
遺 存 状 況

３〇

六

土 師器

小 皿

8.6

1.5

手づくね成形。日縁部内外面ヨコナデ。底
部内外面ナデ。

にぶい橙色 密 良好 1ノ/4

土師器
小 皿

8.0

13 5
手づくね成形。口縁部内外面ヨコナデ。底

部内外面ナデ。
にぶい橙色 密 良好 1/4

弱

六

器

皿

師土

中

13 0

2.2
手づくね成形。日縁部内外面ヨヨナデ。底

部内面ナデ。底部外面弱いナデ。

にぶい澄色 密 良好 1/4

３５

六

瓦器
小皿

96
1.8

手づくね成形。口縁部内外面ヨコナデ。底
部内面ナデ。底部外面弱いナデ。内面渦巻状
ヘラミガキ。

淡灰色 密 良好 1ノ/2

３６

六
瓦器

小皿

8.9

2 1

手づくね成形。日縁部内外面ヨヨナデ。底
部内外面ナデ。内面平行線状ヘラミガキ。

淡灰色 密 良好 完形

瑞
枕

高台径5.0

高台高0.2

体部内外面ナデ。底部内面ナデ。高台部ナ
デp高台は低く断面三角形を呈する。見込み
平行線状ヘラミガキ。

淡灰色 密 良好 高台部
1/2

瓦器

椀

高台径5,0

高台高0.3

体部内外面ナデ。底部内面ナデ。高台部ナ
デ。高台は低く断面「U」 字状を呈する。見
込み平行線状ヘラミガキ。

淡灰色 密 良好 内面に炭化

物付着

高台部
1/2

“

七

土師器
土 釜

30.3

鍔径37.0

マキアゲ成形。日頚部および鍔部ヨヨナデ。
体部内面ナデ。

橙色 やや粗
0.5～ l lnH

大の長石・

石英を散見
する

良好 鍔裏面に媒
付着
1/6
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記

　

１

註

　

註

第 6章 第 6次調査報告(S H90-6)

Ⅳ まとめ

今回の調査では小面積にもかかわらず、14世紀末から15世紀初頭に比定される遺構・遺物を

検出した。遺構の配置関係からSD-1・ SD-2は 堀の機能を果したものと考えられ、堀で

囲続された屋敷地 (館)であった可能性が高い。八尾市域では福万寺遺跡で堀 (溝)で区画され
護 1

た集落が検出されてお り、この時期このような集落形態が一般的であったものと推定される。

なお、調査地点は月艮部昌之氏が指摘されているように長瀬川から分かれて北流 した旧流路の
議 2

自然堤防にあたり、現在、南北方向に弓状を描いて走っている道路が旧流路と合致するものと

推定されている。調査においてもこれらを裏付けるように、遺構検出面より下部は深部に至る

まで粗砂の堆積が顕著であった。また、これらの上層からは弥生時代後期に比定される土器片

が少量出土しており、旧流路の存続時期を示唆する貴重な資料と言えよう。

(財)八尾市文化財調査研究会  r福万寺遺構―上之島町北 3丁 目22-1の 調査」 (財 )人尾市文化財調査研

究会報告24 1990

註 2 服部昌之  「大阪平野低地古代景観の基礎的研究」「歴史地域研究と都市研究』大明堂1978
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SK-2(南 から)

SK-3(北 から)
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SD-2 B― B'断面 (南 から)

SD-2 C― C'断面 (南 から)

SD-2 D― D'断面 (南 から)
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SD-2(37・ 45。 46)SD-3(42)SP-13(41)SP-15(44)出 土遺物
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